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令和２年第４回高山村議会９月定例会会議録（第１号） 

 

令和２年９月３日（木曜日） 

                                  

高山村告示第24号 

 令和２年９月３日、高山村議会９月定例会を高山村役場に招集する。 

          令和２年８月４日 

                 高山村長 内 山 信 行 

──────────────────────────────────── 

    議 事 日 程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 承認第12号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村一般会計補正予 

           算（第３号）） 

日程第５ 同意第16号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

日程第６ 議案第39号 令和元年度補正防災・安全社会資本整備交付金事業一級村道紫樋沢線無散 

           水融雪施設工事変更請負契約について 

日程第７ 議案第40号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する 

           条例 

日程第８ 議案第41号 高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める 

           条例の一部を改正する条例 

日程第９ 議案第42号 高山村道路線の一部廃止について 

日程第10 議案第43号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

日程第11 議案第44号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号） 

日程第12 議案第45号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第13 議案第46号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第14 議案第47号 令和２年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第15 議案第48号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第16 認定第１号 令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第17 認定第２号 令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第18 認定第３号 令和元年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第19 認定第４号 令和元年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 
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日程第20 認定第５号 令和元年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第21 認定第６号 令和元年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第22 認定第７号 令和元年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第23 認定第８号 令和元年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第24 認定第９号 令和元年度高山村上水道事業会計歳入歳出決算の認定について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 会議録署名議員の指名 

２ 会期の決定 

３ 諸般の報告 

４ 承認第12号 

５ 同意第16号 

６ 議案第39号～議案第48号 

７ 認定第１号～議案第９号 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（９名） 

１番 柴 田 弘 男 議員       ２番 湯 本 辰 雄 議員 

３番 西 原 澄 夫 議員       ４番 西 條 正 純 議員 

５番 酒 井 康 臣 議員       ７番 畔 上 孝 一 議員 

９番 水 谷   清 議員       10番 宮 川 登志一 議員 

11番 松 本   茂 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（１名） 

６番 涌 井 仙一郎 議員 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

代表監査委員 中 村 義 忠  教 育 長 山 岸 深 志 

総 務 課 長 宮 本 孝 雄  村民生活課長 宮 川 裕 明 

産業振興課長 柴 田   亨  建設水道課長 小 渕 義 彦 

会 計 管 理 者

（会計室長) 
西 原 一 美  

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
涌 井 重 幸 

──────────────────────────────────── 
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    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 川 口 里 名 

                                  

 

午前10時09分  開 会 

○議 長（松本 茂議員） 

 ただいまから令和２年第４回高山村議会９月定例会を開会します。 

 議会招集の挨拶があります。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 おはようございます。 

 高山村議会９月定例会の開催に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 本日は令和２年高山村議会９月定例会の招集を申し上げましたところ、議員各位におかれまして

は大変お忙しいところ御参集いただき、ここに開会できますことに対しまして厚く御礼申し上げま

す。 

 日頃は議会活動を通じまして、村政発展のために御尽力を賜っておりますことに対しまして、改

めて感謝と御礼を申し上げます。 

 さて、去る８月28日に安倍晋三首相は持病が悪化したため首相の座を退任する意向を表明されま

した。平成24年12月26日に発足した第二次安倍政権は憲政史上最長の７年８カ月間続き、突然の退

任となりましたが、御自身の病気療養に専念をしていただければと思います。そうした中、本村で

は８月30日に令和２年度高山村総合防災訓練を実施させていただき、議員各位には大変お忙しい中

訓練に御協力を賜りましたことに、改めて御礼申し上げます。本年度の訓練は昨年の台風第19号災

害を踏まえた豪雨による土砂災害を想定し、併せて新型コロナウイルス感染症が拡大している状況

の中で、自然災害に加えた複合災害への対応といたしました。あくまでも訓練のための訓練ではな

く、実際の災害を想定し、どのように行動し何を行ったらよいのかなど、避難所運営での課題が幾

つか見つかった訓練であったものと考えており、今後の自然災害等に生かしてまいる所存でありま

す。 

 本年５月３日に御逝去されました元高山村議会議長、故藤沢勝義様に対しまして、国の栄典制度

により叙勲が授与されましたので、去る７月31日、御自宅で旭日単光章を奥様の藤沢しげ子様に伝

達させていただきました。時を同じくして本年４月４日に御逝去されました元高山村副議長、故梨

本修造様に対しまして、国の栄典制度により叙勲が授与されましたので、去る６月16日、高山村役

場において、御子息の梨本哲様に旭日単光章を伝達させていただきました。改めて故藤沢勝義様、

故梨本修造様の生前の御活躍に対しまして感謝と御礼を申し上げますとともに、心より御冥福をお



－4－ 

祈り申し上げます。 

 さて、７月３日から梅雨前線が九州北部から本州南岸に停滞し、同じような場所で活発化したた

め、熊本県を中心に九州各地で集中豪雨となったほか、中部地方など日本各地に広がり、このよう

な状態は７月31日まで続き、令和２年７月豪雨と命名されました。長野県内でも県の南西部では７

月３日から12日までの10日間の降水量が、７月に降る１カ月分の平年値を超えたところが多くなる

など、各地で集中豪雨となったため、土砂災害が発生したほか、ＪＲ飯田線の一部で土砂崩落によ

り一部区間で現在も不通となっております。この令和２年７月豪雨によりお亡くなりになられまし

た多くの皆様の御冥福をお祈り申し上げますとともに、被災地の早期復旧を願うものであります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策につきましては、国の専門家組織による会議が８月24日に

開催され、７月末がピークとみられ、新規感染者数は緩やかに減少しているとの見解を示されまし

たが、その一方で重症者数は増えており、感染予防の対策などの警戒を緩めるべきではないと呼び

かけています。また、長野県においては８月21日から８月27日までの直近１週間の感染者数による

県独自の感染警戒レベルにより、長野、佐久及び北アルプスの３広域圏はレベル３、上田圏域はレ

ベル３からレベル４に引き上げるなど、日々感染者数の状況に対応した措置が取られています。 

 本村においても、このような県の対応に準じて任意の新型コロナウイルス感染症対策本部会議を

随時開催し、感染防止策の強化を図るとともに議員の皆様の御理解をいただき、経済対策に力を注

ぎ、村民の皆様への支援策の強化に努めてまいる所存でありますので、御理解賜りますようお願い

申し上げます。 

 去る８月17日、内閣府が発表した2020年４月から６月期の国内総生産（ＧＤＰ）速報値は物価変

動を除く実質で前期比7.8％減、年率換算で27.8％と戦後最悪の落ち込みと言われております。こ

れは新型コロナウイルスの感染拡大で個人消費が大きく激減したことが響き、リーマンショックの

年率17.8％をはるかに上回っています。したがいまして、厳しい経済情勢が今後も続くものと予想

され、地方におきましては一段と難しい財政運営が迫られるものと思っておりますので、さらに気

を引き締め、村政運営に全力を尽くしてまいる所存であります。 

 今定例会に提案いたしました案件は、承認、同意各１件と、議案、認定19件の合わせて21件でご

ざいます。十分御審議いただき、議決を賜りますようお願い申し上げまして、招集の御挨拶といた

します。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから、本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
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○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第126条の規定によって、７番 畔上孝一議員、９番 水谷 清議

員及び１番 柴田弘男議員を指名します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月18日までの16日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 会期は本日から９月18日までの16日間に決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、６番 涌井仙一郎議員が治療のため欠席する旨、10番 宮川登志一議員が治療の

ため欠席する旨届出がありましたので報告します。 

 それぞれの委員長から、前定例会から今定例会までの間に行った所管事務の調査について報告が

あり、別紙のとおりお手元に配りましたので報告します。 

 また、議会活性化委員長から副委員長の選任について報告があり、別紙のとおりお手元に配りま

したので報告します。 

 監査委員から５、６、７月分の執行した出納検査について報告があり、別紙のとおりお手元に配

りましたので報告します。 

 教育委員会から教育に関する事務の管理及び執行状況の点検評価について報告があり、別紙のと

おりお手元に配りましたので報告します。 

 前定例会会議後に議員の派遣を議長において別紙のとおり決定しておりますので報告します。 

 広報担当職員による写真撮影を会議規則第102条によって許可しましたので報告します。 

 これで諸般の報告を終わります。 
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──────────────────────────────────── 

日程第４ 承認第12号 

～  

日程第24 認定第９号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第４ 承認第12号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村一般会計補正

予算（第３号））から日程第24 認定第９号 令和元年度高山村上水道事業会計歳入歳出決算の認

定についてまでの21件を一括議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 高山村議会９月定例会に提案をいたしました承認第12号から認定第９号までの21件につきまして、

一括して説明を申し上げます。 

 承認第12号 専決予算（令和２年度高山村一般会計補正予算（第３号））の承認を求めることに

ついて申し上げます。 

 この補正予算は、国の第２次補正予算により新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

が拡充されたことに伴い、指定避難所等の感染症対策を早期に講じるため必要な経費を計上したも

ので、指定避難所の消耗品や備品購入費などのほか、小中学校等の手洗い場などに自動洗浄機を設

置するための所要額を専決処分したもので、歳入歳出それぞれ4,666万円を追加し、当初予算から

の累計額を48億2,535万7,000円としたものであります。歳出補正は民生費の災害救助費で、避難所

用の毛布やマットレス、感染症予防の消毒薬などの消耗品費のほか、人体表面温度測定カメラやポ

ータブルトイレなどの備品購入費2,500万9,000円追加、衛生費では保健衛生費で新型コロナウイル

ス感染症防止対策として、公共施設の手洗い場及び男子トイレに自動洗浄機を設置するための施設

改修工事請負費2,165万1,000円を追加し、歳入では国庫支出金で新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金4,666万円を追加いたしました。 

 同意第16号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて申し上げます。 

 本案は教育委員会委員であります森山典子さんの任期が来る10月23日に満了となりますが、引き

続き教育委員会委員に任命したいので地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規

定に基づき議会の同意をお願いするものでございます。 

 議案第39号 令和元年度補正防災・安全社会資本整備交付金事業一級村道紫樋沢線無散水融雪施

設工事変更請負契約について申し上げます。 

 本案は本年５月19日に契約した一級村道紫樋沢線無散水融雪施設工事において、地中熱採熱井戸
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用不凍液の貯蔵量を追加する必要が生じたため、この増工に伴い変更請負契約を締結したいので、

地方自治法の規定に基づき議会の議決をお願いするものであります。 

 議案第40号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例につ

いて申し上げます。 

 本案は町村の選挙における立候補に係る環境の改善を図るため、公職選挙法の一部を改正する法

律が成立し、本年６月12日に公布されたことに伴い、選挙公営の対象を市と同様のものに拡大する

ことに合わせ、町村議会議員選挙においてもビラ頒布を解禁することなどについて規定するため、

条例を制定するものであります。 

 議案第41号 高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一

部を改正する条例について申し上げます。 

 本案は指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準及び指定居宅サービス等の事業の

人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令が一部改正されたことに伴い、居宅介護

支援事業所における管理者要件について事業所の人材確保に関する状況等を考慮し、経過措置期間

を延長するとともに、主任介護支援専門員の確保が著しく困難である等、やむを得ない理由がある

場合については、介護支援専門員を管理者とすることができるよう、所要の改正を行うため、条例

の一部を改正するものであります。 

 議案第42号 高山村道路線の一部廃止について申し上げます。 

 本案は県営中山間総合整備事業により集落環境管理施設整備事業の施工に伴い、村道路線の一部

を廃止するものであります。 

 議案第43号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第４号）について申し上げます。 

 この補正予算は歳入歳出それぞれ４億2,330万6,000円を追加し、当初予算からの累計額を52億

4,866万3,000円としたものであります。歳出補正の主なものは総務費の総務管理費で、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため、自治区施設感染拡大防止事業補助金や、庁舎等の通信施設デジタ

ル化のための施設改修工事請負費のほか、地方財政法に基づく決算剰余金を社会教育施設整備基金

等に積み立てるなど１億3,133万円追加、戸籍住民基本台帳費で国外転出者のマイナンバーカード

及び公的個人認証の継続利用を可能とするため、住民基本台帳システム等の改修を行う電算委託料

など752万円追加、民生費では社会福祉費で過年度の障害福祉サービス国庫負担金等返還金の追加

や、高齢者福祉センター露天風呂の修繕費など169万円追加、災害救助費で指定避難所の運営に必

要な備蓄品を保管する防災備蓄倉庫設置のための施設整備工事請負費や、暖房機、発電機の備品購

入費などに2,905万5,000円追加、衛生費の保健衛生費で新型コロナウイルス感染症拡大防止を図る

ため、インフルエンザ予防接種の実施率を高めるとともに、高校生や妊婦などに対象範囲を拡大す

るための予防接種委託料の追加や、非接触型で体温計測するための備品購入費のほか、未熟児養育

医療給付金など946万4,000円追加、農林水産業費では農業費で遊休荒廃農地発生防止のため、新た
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に農作業を受託する団体への農作業受託団体支援事業補助金を計上したほか、排水路対策事業に伴

う測量設計委託料など1,095万円追加、林業費で台風などによる電線等への倒木被害を未然に防止

するため、電線に接する立木を伐採するライフライン等保全対策委託料に124万5,000円追加、商工

費では新型コロナウイルス感染症拡大防止と事業者の事業継続を支援するため、新たに新型コロナ

ウイルス感染症克服事業補助金を計上したほか、村内消費拡大クーポン券事業負担金や事業継続給

付金など１億1,902万円追加、土木費では道路橋梁費で大雨による浸水被害の軽減を図るため、道

路浸水改良事業など4,452万2,000円追加、河川費で中山地区の不動川の改修を進めるため、河川護

岸改修事業に4,207万5,000円追加、消防費では須坂市消防署高山分署の新型コロナウイルス感染症

防止対策のため、救急車に新たに配備する自動心臓マッサージ器の備品購入費に370万円追加、教

育費では小学校費で新型コロナウイルス感染症防止対策に係る消毒用アルコールなどの消耗品費や

社会見学等で使用するマイクロバスが不足することに伴い、自動車借上料など260万3,000円追加、

中学校費で小学校費と同様に新型コロナウイルス感染症防止対策に係る消毒用アルコールなどの消

耗品費やＧＩＧＡスクール構想を推進するため、タブレット端末の備品購入費など506万2,000円を

追加し、歳入では国庫支出金の国庫補助金で新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金な

ど２億4,900万1,000円追加、県支出金の県補助金で市町村が新型コロナウイルス感染症対策として

実施する消費喚起事業に県が２分の１以内で補助する地域支え合いプラスワン消費促進事業補助金

など1,949万8,000円追加、繰入金で財政調整基金を取り崩し、緊急かつ速やかに実施した村内消費

拡大クーポン券事業や事業継続給付金などの新型コロナウイルス感染症対策事業は、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金の一部を充当することに伴い、6,054万2,000円減額、繰越金

で令和元年度決算の確定に伴い、１億2,659万8,000円追加、村債で自然災害防止事業債を減額する

一方、緊急自然災害防止対策事業債や臨時財政対策債の追加などに伴い、8,784万6,000円を追加し、

歳入超過となる1,311万1,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第44号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は歳入歳出それぞれ811万7,000円を追加し、当初予算からの累計額を１億1,162万

1,000円としたものであります。歳出補正は総務費の施設管理費で酸素供給装置を使用する患者数

の増加に伴い、機械借上料を追加するほか、多様な錠剤を自動で分別するための備品購入費など

307万5,000円を追加し、歳入では診療収入で122万1,000円追加、繰入金で一般会計からの繰入金

147万4,000円追加、令和元年度決算の確定に伴い、繰越金に542万2,000円を追加し、歳入超過とな

る504万2,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 議案第45号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は歳入歳出それぞれ2,959万円を追加し、当初予算からの累計額を７億7,302万

5,000円としたものであります。歳出補正は諸支出金で過年度国庫支出金等返還金1,327万1,000円

を追加し、歳入では保険料で特別徴収被保険者数の減少などに伴い543万1,000円減額、支払基金交
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付金で過年度分支払基金交付金57万9,000円追加、令和元年度決算の確定に伴い、繰越金に3,444万

2,000円を追加し、歳入超過となる1,631万9,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしまし

た。 

 議案第46号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 この補正予算は歳入歳出それぞれ927万5,000円を追加し、当初予算からの累計額を4,538万6,000

円としたものであります。歳出補正は温泉給湯事業費の給湯事業費で山田温泉元湯からわな場間に

おける送湯管の老朽化に伴い、今後計画的な布設替えを行うため、工事に支障となる立木伐採委託

料を計上したほか、奥山田温泉源泉の送湯ポンプ修繕費に不足が生じることなどから854万1,000円

を追加し、歳入では令和元年度決算の確定に伴い、繰越金に670万4,000円追加、繰入金で温泉開発

事業基金繰入金257万1,000円を追加し、歳入超過となる73万4,000円を予備費に追加して収支均衡

予算といたしました。 

 議案第47号 令和２年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について申し上げ

ます。 

 この補正予算は歳入歳出それぞれ59万9,000円を追加し、当初予算からの累計額を9,129万9,000

円としたものであります。歳出補正が農業集落排水事業費の総務管理費で処理場維持管理事業に59

万9,000円を追加し、歳入では繰入金で農業集落排水施設管理運営基金繰入金230万6,000円追加、

令和元年度決算の確定に伴い、繰越金で170万7,000円を減額したものであります。 

 議案第48号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号）について申し上げます。 

 この補正予算は歳入歳出それぞれ743万4,000円を追加し、当初予算からの累計額を２億8,343万

4,000円としたものであります。歳出では下水道費の総務管理費で山田温泉処理区維持管理事業に

126万5,000円を追加し、歳入では令和元年度決算の確定に伴い、繰越金で743万4,000円を追加し、

歳入超過となる616万9,000円を予備費に追加して収支均衡予算といたしました。 

 認定第１号 令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 昨年は皇位継承が行われ、平成から令和に改元される大変歴史的な年となりました。そのような

中で、令和元年度の国内経済につきましては、経済政策のアベノミクスの取組の下、雇用や所得環

境の改善が続く中で、緩やかな回復が続くことが期待されておりました。しかしながら、不透明感

の強まる国際情勢をはじめ、人口減少や少子高齢化の加速、令和元年東日本台風による災害復旧事

業など、自然災害に対する財政負担のほか、さらには新型コロナウイルス感染症による経済活動等

への大きな影響など、地方におきましても依然として厳しい行財政運営の状況にありました。この

ような厳しい経済情勢の中ではありましたが、議員各位の格別な御理解をいただき、令和元年度の

村政運営に当たりましては最終年度となりました第五次高山村総合計画や、高山村総合戦略に沿っ

て重点的に取り組む施策を明確化し、着実に実施するとともに、本村の将来像に掲げた「ひと・む

ら・自然がきらめく信州高山」の実現に向けて、様々な事業に取り組んでまいりました。特に課題
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となっておりました高山診療所の医師の確保につきましては、昨年４月から室林治先生をお迎えし、

安心な医療体制を図ることができました。このような中で、人口減少に歯止めをかけるため、地方

創生の総合戦略により結婚から妊娠、出産、子育て、教育に至るまでのライフステージに応じた祝

い金や、小・中学生の給食費のさらなる引下げ、保育の無償化や子育て支援センターの施設整備な

ど、子育て支援等の充実に努めてまいりました。また、農業の６次産業化の推進や自然と人が共生

する健康長寿を目指した村づくり、防災力を高めるための役場庁舎への蓄電池設備等の設置など、

安全・安心な生活の確保とともに、生活の質や心の豊かさ、高山村に暮らす幸せが実感できるよう

各種政策に取り組んでまいりました。さらに、令和２年度を初年度とする第六次高山村総合計画に

つきまして、大変多くの村民の皆様に御協力いただき、村づくりアンケートの実施や全地域での地

区懇談会、たかやま未来会議や高山村計画審議会など、村づくりの基本であります住民の皆さんの

参加により、本年３月に策定させていただき、４月からはその将来像となる「ずっと住みたい ま

た訪れたい いいね 信州高山」に向かってスタートを切ることができました。 

 そこで個々の政策についてでありますが、本村の基幹産業であります農業につきましては、安全

で安心なおいしい農産物として、本村のブランドでありますリンゴ、ブドウの振興をはじめ、ＩＣ

Ｔ技術等の活用や農業の６次産業化を支援して、高山村らしいワイン振興に取り組んでまいりまし

た。また、将来を見据えた魅力ある農業の基盤づくりのための県営中山間総合整備事業につきまし

ては、紫・松南線農道など２路線の整備工事のほか、昨年度から継続の防災無線整備事業を完了い

たしました。また、新たに地域で電気柵をしっかりと維持管理していただくための電気柵維持管理

交付金事業を開始しました。一方、新規就農を目指す皆さんを村外から積極的に受け入れるため、

県外の就農相談会に参加して勧誘を行ってまいりましたほか、国の農業次世代人材投資資金や村の

就農者支援制度の活用、さらには就農おためし住宅により宿泊の利便を図るなど、新規就農者の確

保に努めてまいりました。また、農地バンクを活用し、認定農業者など経営規模の拡大を目指す農

家への農地集積を図るとともに、多面的機能支払交付金事業や中山間地域等直接支払交付金事業等

を通して、村民の皆さんとの協働による耕作放棄地の解消に努めてまいりました。さらに森林の活

用と再生可能エネルギーの普及促進を図るため、薪ストーブの購入補助を行い、地球温暖化防止と

環境の保全に努めるとともに、山林の地籍調査事業につきましては、大字奥山田の鎌田、小屋場地

籍等の調査を実施いたしました。また、村内商工業の活性化や雇用の拡大を図るため、創業支援事

業補助金を活用し、村内で創業する事業者を支援するとともに、商工会のプレミアム付き商品券発

行事業に対して支援を行ってまいりました。観光振興につきましては、観光プロモーション事業や

観光情報発信連携事業、観光振興地域活性化事業等を通じて、より多くの皆さんに本村を訪れてい

ただけるよう誘客に努めるとともに、にぎわいの場構想の実現に向けて、３回にわたり検討会議を

開催したところであります。また、昨年の３月末にスキー場の索道事業者が、次期以降の営業につ

いて中止する方針を打ち出されたため、地元の皆さん等が出資して設立された新たな法人が事業を
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引き継ぐこととなったことから、法人の誘客事業等に支援を行ったところであります。さらに老朽

化した蕨温泉ふれあいの湯並びに山田温泉大湯につきましては、平成30年度から３カ年計画で大規

模改修工事を実施し、施設への安全性の確保とともに利便性の向上を図るなど、集客に努めている

ということであります。 

 次代の社会を担う子どもを安心して産み、育てることのできる環境を整備し、子どもが健やかに

育つことのできる社会の実現のために、結婚から妊娠、出産、子育て、教育に至るまでそれぞれの

ライフステージに応じた総合的な少子化対策と子育て支援に取り組んでまいりましたほか、少子化

の一因と言われております未婚化や晩婚化につきましては、社会福祉協議会や商工会、さらには長

野県婚活支援センターと連携し、婚活イベントを開催するなど、出会いの場の拡大に努めてまいり

ました。また、結婚を機に村内に居住する夫婦を対象に結婚１年後に20万円のお祝い金を支給する

とともに、引っ越し費用の一部を補助するなど定住の促進に努めてまいりました。さらに、第１子

以降の出産祝い金を引き続き支給するとともに、幼児教育、保育無償化に伴う３歳以上児などの保

育料の無償化と多子世帯に係る保育料軽減の継続をはじめ、３歳未満の乳幼児を日中家庭で保育さ

れている保護者の皆さんに村内で利用できる商品券を支給のほか、新たに子育て支援センターとし

ての専用スペースを確保するための施設整備など、少子化対策とともに子どもを産み育てる環境の

整備に努めてまいりました。 

 高齢者施策につきましては、医療、介護、予防、住まい、生活支援が包括的に確保される地域包

括ケアシステムの構築を目指し、高山村生活支援体制整備協議会主催による寄ったい市場の開催や、

認知症初期集中支援チームによる早期診断、対応に向けた支援体制の充実など、高齢者の皆さんが

安心して暮らせる社会づくりに努めてまいりました。 

 健康づくりの推進につきましては、運動、栄養、生きがいを大切にして、生活の質を保ちながら

健康を維持して老化を防ぐ、いわゆるアンチエイジングへの意識を高めるとともに、生涯学習や地

域スポーツクラブの皆さんと連携し、健康長寿の村づくりを推進してまいりました。 

 また、在宅医療の推進につきましては、須高３市町村、須高医師会、須高３病院及び訪問介護ス

テーションが連携し、在宅医療者の医療、介護、福祉、保健の各情報のネットワークにより、在宅

医療推進体制の充実に努めてまいりました。健康づくりやリフレッシュなどに、幅広く御利用をい

ただいております。 

 ＹＯＵ游ランドにつきましては、施設利用料の見直しの検討をさせていただき、健全な施設経営

を目指すとともに、大勢の皆さんが安心して快適に御利用いただけるよう努めてまいりました。 

 高山村地球にやさしい環境基本条例の基本理念に基づく施策を総合的に推進するため、地球にや

さしい環境基本計画や持続可能な気候・エネルギーアクションプランに沿って、本村で可能なエネ

ルギーの地産地消について研究するなど、地球貢献の実現に向けて取り組んでまいりました。 

 生活道路の整備では、国の社会資本整備総合交付金等を活用しながら、村道紫樋沢線の役場前交
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差点に地熱を利用した融雪施設を備えた交差点改良工事を進めてまいりました。また、高山村橋梁

長寿命化修繕計画に基づき、老朽化が著しい駒場橋、屋知橋の橋梁修繕工事を進めており、屋知橋

につきましては修繕工事が完了したところであります。 

 さらに治水対策につきましては、自然災害の発生を未然に防ぐため、柞沢川の河畔林整備事業を

進めてまいりました。 

 公共交通サービスの充実につきましては、高校生の通学用バス定期代を補助するとともに、70歳

以上の高齢者等のバス利用者料金等を軽減し、利用の促進を図ってまいりました。また、ＩＣカー

ドくるるの活用により、公共交通としての利便性の向上を図るとともに、乗り継ぎ拠点となるＹＯ

Ｕ游ランドにバス待避所及び停留所を整備するなど、利用者の安全確保とサービスの向上に努めて

まいりました。 

 定住促進につながる住宅整備につきましては、昨年山田保育園跡地に村営住宅として地域優良賃

貸住宅１棟を建設したことにより、平成19年度から累計で30棟の村営住宅等を整備いたしましたほ

か、空き家バンク事業や空き家購入などの空き家活用促進事業助成金の活用を推進し、田舎暮らし

を希望される皆さん等のニーズに沿った住宅需要への対応として、人口増加となる移住・定住対策

に努めてまいりました。 

 村民生活の安全・安心の確保につきましては、災害対策本部となる役場庁舎に、災害時の業務継

続を目的に蓄電池設備等を整備したほか、県営で整備された防災行政無線と、各世帯に配備するＦ

Ｍ告知端末器との連動機器を整備し、災害に強い村づくりに努めてまいりました。 

 教育の充実では、小学校外国語授業のためにＡＬＴを２名配置したほか、小中学校におけるテス

ト経費や道徳副読本、緊急連絡システムなどの経費を村費で負担するとともに、小中学校入学時に

入学祝い金を支給するなど、保護者の経済的な負担軽減を図ってまいりました。さらに、平成30年

に発刊しました副読本により、小学校３、４年生の社会科等の授業では、村のすばらしい自然や文

化、産業などについての学習を行い、ふるさと高山村に愛着を持つことができるよう、活用を図っ

ているところであります。また、熱中症などから児童生徒の健康を守り、よりよい学習環境の整備

を図るため、小中学校の普通教室棟などにエアコンを整備いたしました。さらに、食材の充実を図

る中で、学校給食費を１食当たり70円、児童生徒１人当たり年間１万4,000円を引き下げるなど、

保護者の経済的負担軽減を図ってまいりました。 

 公民館図書室は、引き続き土、日の開放や、蔵書の充実を図るなど、利用拡大に努めてまいりま

した。また、隔年で実施しております体育祭は、台風第19号の襲来により残念ながら中止となって

しまいました。村内各種スポーツ団体等と連携を図りながら、スポーツの振興に努めてまいりまし

た。 

 行財政運営につきましては、２カ年にわたって進めてまいりました第六次高山村総合計画を策定

し、元気で魅力と活力ある村づくりを実現するため、村民の皆様との協働による村づくりを推進し
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ながら、最小の経費で最大の効果を上げられるよう、健全な行財政運営に努めてまいりました。ま

た、ふるさと納税寄附金の返礼品を充実し、本村の村づくりや地域産業の振興を図るため、歳入の

確保に努めてまいりました。このように、令和元年度は目標年である第五次高山村総合計画及び高

山村総合戦略に沿って諸施策を積極的に推進するとともに、健全財政の確保を図りながら持続可能

な村づくりに努めてまいった次第であります。 

 令和元年度の一般会計及び特別会計の各事業の実施につきましては、議員各位をはじめ村民の皆

様の格別な御支援、御協力を賜りまして、所期の成果を収めることができましたことに心から感謝

を申し上げる次第でございます。 

 予算の執行に当たりましては、村民の皆様の御理解をいただき、経費の節減合理化に努め、職員

とともに住民サービスの向上に努めてまいりました。事業の実績並びに主要施策の成果は、別添説

明書のとおりであります。 

 一般会計の決算の状況につきましては、歳入で45億3,724万4,844円で前年度比6.3％の増、歳出

では42億5,070万6,795円で7.9％の増となりました。これは歳出で義務的経費の交際費で保健福祉

総合センターや小学校の耐震化事業などの償還がおおむね完了したことにより減となったものの、

普通建設事業費で役場庁舎に蓄電池等のシステムを整備する再生可能エネルギー設備等整備工事や、

小中学校にエアコンを設置する小中学校施設改修工事、子育て支援センター施設整備工事などのほ

か、補助費等では担い手確保・経営強化支援事業補助金、積立金では道路橋梁施設整備基金の積立

てなどの増に伴い、増となったものであります。一方歳入においては、個人所得の伸びによる個人

村民税や、固定資産税滞納繰越分の徴収促進などにより、村税で3.5％の増となりました。 

 地方譲与税につきましては、新たに森林環境譲与税が譲与されたことから6.3％の増、地方消費

税交付金につきましては、消費の減少に伴い5.3％の減、自動車取得税交付金につきましては10月

からの消費税引上げに伴い、自動車取得税制度が抜本的に見直しされ、新たに環境性能割交付金が

創設されたことから41.7％の減、地方特例交付金につきましては、10月からの幼児教育・保育の無

償化事業により、新たに子ども・子育て支援臨時交付金が交付されたことに伴い480％の増、地方

交付税につきましては、昨年の台風第19号災害に係る災害復旧費に対して特別交付税が措置された

ことなどから、1.1％の増となりました。 

 分担金及び負担金につきましては、幼児教育・保育の無償化事業により、保育所保護者負担金の

減などに伴い28.0％の減、使用料及び手数料につきましては、蕨温泉ふれあいの湯の大規模改修で

入浴施設の環境や利便性が向上し、利用者が増加したことなどから3.9％の増、国庫支出金につき

ましては役場庁舎に蓄電池等のシステムを整備する二酸化炭素排出抑制対策事業補助金のほか、小

中学校のエアコン整備に係るブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金や社会資本整備総合交付金

などの増額に伴い45.3％の増、県支出金につきましては、新規ワイナリー建設に伴う担い手確保・

経営強化支援事業補助金や、子ども子育て支援事業補助金などが増加したことに伴い13.7％の増、
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財産収入につきましては、積立基金利子収入の増加に伴い85.7％の増、寄附金につきましては、ふ

るさと納税寄附金や災害見舞金などで11.3％の増、繰入金につきましては、基金繰入金の減に伴い

69.6％の減、繰越金につきましては、繰越明許費事業に充てる財源が増加したことに伴い、48.3％

の増、諸収入につきましては、学校給食費の公費負担を増額したことに伴い、学校給食費が減額と

なった一方、消防団員退職報償金収入のほか、広域保育所入所児童受託運営費や国プレミアム付商

品券販売収入などの増に伴い12.9％の増、村債につきましては、小中学校のエアコン整備に伴う学

校施設整備事業債や村道改良事業債が増加した一方、ＹＯＵ游ランド施設改修事業の一般事業債や

地域優良賃貸住宅整備事業債などの借入れの減に伴い1.9％の減、環境性能割交付金につきまして

は自動車取得税交付金制度の見直しにより、新たに環境性能割交付金が創設されたことに伴い皆増

となりました。この結果、令和元年度の一般会計決算におきましては、２億1,858万1,049円の実質

収支の黒字額を計上することができました。しかしながら、国内経済は新型コロナウイルス感染症

により、観光産業をはじめ各種の事業活動、雇用や所得環境に大きな影響を及ぼしており、加えて

人口減少による地方交付税の減額や社会保障と税の一体改革に伴う社会保障費の増加等により、依

然として厳しい地方財政運営が迫られるものと思っております。 

 今後も引き続き行財政改革を推進し、豊かな自然や美しい景観と調和した産業振興を進め、人づ

くりを柱に据えて将来を見据えた活力ある村づくりに努めてまいりますので、なお一層の御理解、

御協力をお願いする次第でございます。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 まず、認定第２号 令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について申し上

げます。 

 この決算は前年度に比較して歳入で10.0％、歳出で10.8％と、歳入歳出ともに増となりました。

これは歳出で療養諸費や高額療養費等の保険給付費が増となったことによるもので、歳入では保険

給付費に対する県支出金が増となったことなどによるものであります。今後も特定健康診査事業等

を通じ、村民の皆さんの健康管理と健全な財政運営に努めてまいります。 

 認定第３号 令和元年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は前年度に比較して歳入で51.0％、歳出で60.4％と歳入歳出ともに増となりました。こ

れは歳出で医師住宅整備に伴い一般管理費が増となったことによるもので、歳入では診療収入が減

となったものの、医師住宅整備工事に充当する地方債の借入れが増となったことなどによるもので

あります。 

 今後ともなお一層診療所の利用促進と健全な事業運営に努めてまいります。 

 認定第４号 令和元年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は前年度に比較して、歳入で3.1％、歳出で4.8％と歳入歳出ともに減となりました。こ

れは歳出で施設介護サービス受給者数の減少に伴う保険給付費や介護保険支払準備基金積立金が減
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となったことによるもので、歳入では県支出金や繰越金などが減となったことによるものでありま

す。今後もサービス給付の充実と介護保険制度の適正な運営に努めてまいります。 

 認定第５号 令和元年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げま

す。 

 この決算は前年度に比較して歳入で4.0％、歳出で4.3％と、歳入歳出ともに増となりました。こ

れは歳出で後期高齢者医療広域連合納付金が増となったことによるもので、歳入では賦課対象被保

険者数の増加等に伴い、後期高齢者医療保険料などが増となったことによるものであります。今後

も後期高齢者医療広域連合と連携し、高齢者の健康管理対策を推進するとともに、制度の適正な運

用に努めてまいります。 

 認定第６号 令和元年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は前年度に比較して歳入で10.3％、歳出で8.9％と歳入歳出ともに減となりました。こ

れは歳出で森林スポーツ公園の源泉ポンプ入替え工事等が完了したことなどにより、温泉給湯事業

費が減となったことなどによるもので、歳入においては奥山田温泉送湯ポンプ更新事業に伴う加入

者からの一部負担金を諸収入として計上したことや、地方債の受入れが増となったものの、奥山田

温泉源泉ポンプ制御盤改修工事などの充当財源とした温泉開発事業基金繰入金などが減少したこと

により減となったものであります。今後も施設の適正な管理に努め、温泉の安定的な供給を図って

まいります。 

 認定第７号 令和元年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げ

ます。 

 この決算は前年度に比較して歳入で8.8％、歳出で6.5％と歳入歳出ともに減となりました。これ

は歳出の農業集落排水事業費で、農業集落排水施設管理運営基金や公債費の償還が減となったこと

などによるもので、歳入においては公債費の償還に充当する一般会計繰入金や、前年度繰越金が減

となったことによるものであります。今後も施設の適正な管理と接続率等の一層の向上を図り、健

全な経営に努めてまいります。 

 認定第８号 令和元年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 この決算は前年度に比較して歳入で16.8％、歳出で20.1％、歳入歳出ともに増となりました。こ

れは歳出で下水道費の下水道事業計画策定業務委託料や山田温泉浄化センター改修工事などが減と

なったものの、流域下水道費において台風第19号により被災したクリーンピア千曲の災害復旧事業

負担金が増加したことなどによるもので、歳入においては繰越金が減となったものの、クリーンピ

ア千曲の災害復旧事業負担金に充当するため、その財源となる村債や徴収の促進により使用料が増

となったことなどによるものであります。今後も下水道事業の効率化とともに、施設の適正な管理

と接続率の一層の向上を図り、健全な経営に努めてまいります。 

 認定第９号 令和元年度高山村上水道事業会計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 
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 この決算における収益的収入及び支出のうち、収入の水道事業収益は１億2,082万4,890円で、前

年度に比べて4.6％の減、支出の水道事業費用は１億1,528万2,086円で、前年度に比べて2.3％の減

となりました。また、資本的収入及び支出のうち資本的収入が7,973万3,932円で、前年度に比べて

261.9％の増、資本的支出は9,619万3,267円で、前年度に比べて112.4％の増となりました。この結

果、当年度の純利益は554万2,804円を計上することができました。今後も施設の適正な管理ととも

に経営の合理化に努め、安全でおいしい飲料水の安定供給に努めてまいります。 

 以上９件の決算について御説明申し上げましたが、令和元年度の税、料金の収納におきましては、

納付誓約や戸別訪問など鋭意徴収率の向上に努め、一部で納付に進展があったものの、長引く景気

低迷や新型コロナウイルス感染症の影響等から、計画どおりに未収金が納付されず、誠に遺憾であ

ると考えております。今後も地方分権の進展とともに自主財源の確保がますます重要となってまい

りますことから、長野県地方税滞納整理機構や県税徴収対策室との連携による滞納処分の強化はも

とより、職員の徴収スキルの向上と全庁的な徴収対策会議等によりさらなる徴収強化を図るなど、

村税の滞納整理や使用料等の未収金の縮減に努め、各会計とも一層安定した経営に努めてまいる所

存であります。 

 以上、一括して申し上げましたが、十分に御審議をいただき議決を賜りますようお願い申し上げ、

提案理由の説明といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 しばらく休憩します。 

午前11時23分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時30分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから承認第12号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから承認第12号 専決予算の承認を求めることについて（令和２年度高山村一般会計補正予
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算（第３号））を採決します。 

 本案は承認することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は承認することに決定しました。 

 これから同意第16号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案について討論を省略し採決したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 同意第16号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを討論を省略し採決するこ

とに決定しました。 

 これから同意第16号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを採決します。 

 本案はこれに同意することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は同意することに決定しました。 

 これから議案第39号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第39号 令和元年度補正防災・安全社会資本整備交付金事業一級村道紫樋沢線無散

水融雪施設工事変更請負契約についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手８人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第40号及び議案第41号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっております議案第40号及び議案第41号については、お手元に配りました議案

付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第40号及び議案第41号については、議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託すること

に決定しました。 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

議案第40号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費 

      負担に関する条例 

総 務 文 教 

常 任 委 員 会 

議案第41号 高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基 

      準等を定める条例の一部を改正する条例 

民 生 産 建 

常 任 委 員 会 

 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 ただいま所管の常任委員会に付託しました議案第40号及び議案第41号については、会議規則第45

条第１項の規定によって、９月15日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第40号及び議案第41号については、９月15日までに審査を終了するよう期限をつけることに

決定しました。 

 お諮りします。 

 議案第42号から議案第48号までの７件については、後日審議にしたいと思います。御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議案第42号から議案第48号までの７件については、後日審議することに決定しました。 

 令和元年度高山村一般会計及び特別会計並びに公営企業会計、計９件の歳入歳出決算の審査結果

について、監査委員の報告を求めます。 

─────中村義忠代表監査委員。 

○代表監査委員（中村義忠） 

 ７月28日から８月25日までの日程で実施しました令和元年度一般会計、特別会計及び公営企業会

計決算の決算審査について報告を申し上げます。 

 審査に付されました令和元年度高山村一般会計、特別会計、公営企業会計の付託決算並びに歳入

歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び財政健全化判断比率に関す

る書類等はいずれも法令に準拠して作成され、計数はいずれも正確であり、その管理及び運用につ

いても適正であると認められ、予算の執行はおおむね適正になされていると認められました。また、

基金においても計数は正確であり、その運用は適正であると認められました。 

 それでは、まず一般会計について申し上げます。 

 一般会計の決算額と決算収支を見ますと、歳入決算額は45億3,724万4,844円で、予算額に対して

90.6％、前年度より２億6,739万9,385円（6.3％）の増となり、歳出総額は42億5,070万6,795円で、

予算額に対して84.8％の執行率で前年度より３億1,197万3,127円（7.9％）の増となっています。

歳入歳出差引額は２億8,653万8,049円で、このうち繰越明許費として翌年度に繰り越す財源6,795

万7,000円を差し引いた実質収支額は２億1,858万1,049円の黒字となっています。主要財政指標に

ついては、実質公債費比率が7.2％で、前年度より1.2ポイントの減少、将来負担比率はマイナス、

実質収支比率が8.2％で前年度より2.9ポイントの減少、財政力指数が0.302％で前年度より0.006ポ

イントの増加。積立金現在高は33億734万2,000円で、前年度より１億5,560万円、4.9ポイントの増

加。経常収支比率が79.3％で前年度より0.8ポイントの減少となりました。この数値は財政構造の

弾力性を判断するための指標で、弾力性が失われつつあるといわれる80％の値を下回ったことは、
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経常的経費が増える傾向にある地方公共団体の中にあって弾力的な経済状況であることがうかがえ

ます。これは行財政改革大綱にのっとり事務事業の効果的、効率的な執行に努力されていることや

地方債現在高が若干増加しているものの、公債費が年々減少していること、国、県の有利な補助事

業の導入によることが要因と考えられ、堅実な財政運営の成果であるとともに将来への備えに向け

た積極的な取組がなされたものとして評価します。 

 歳入のうち村税の収入状況を見ますと、前年度より2,550万8,000円の増となっており、これは個

人所得の伸びによる個人住民税1,337万9,000円の増加などによるものです。収入未済額は村税全体

で9,681万8,000円で、前年度より328万7,000円（3.3％）の減となり、徴収率においても現年度分

で0.1ポイントの増、滞納繰越分で7.6ポイントの増、村税全体で0.7ポイントの増となり、徴収努

力の成果がうかがえる状況となっています。しかしながら多額の収入未済額であることから、引き

続き税負担の公平性の観点からも適切な徴収対策を徹底するとともに、徴収率の向上を図り、さら

なる収入未済額の縮減に努められたい。また、寄附金については村の特産品を返礼品とするふるさ

と納税寄附金を募り、村づくりの主要施策である景観形成推進事業の財源確保に大きく貢献してい

ることや、村が行う地方創世の６次産業化事業を応援する国の企業版ふるさと納税寄附金制度によ

る寄附等により、前年度対比11.3％の増収となりましたが、さらなる財源確保のための工夫した取

組に期待します。 

 今後とも安定した財政運営が行えるよう、引き続き積極的な自主財源の確保に努めるとともに、

制度改正や国の補正予算のほか、地方創生事業などの補助事業等の情報収集を適時的確に行い、依

存財源の確保にも努められたい。一方、歳出における不用額は２億2,603万3,000円で、前年度より

5,788万7,000円（20.4％）減少し、予算現額に対する割合は4.5％（前年度6.2％）となっており、

予算の有効活用の努力がうかがえる状況が見られました。今後とも財源の有効活用を図ること、必

要最小限の予算の計上に努めることはもとより、必要額を適正に見積もった上で減額補正を行うな

ど、なお一層の不用額の縮減に努められたい。 

 続いて、特別会計、公営企業会計について申し上げます。 

 特別会計７会計を合わせた決算額と決算収支を見ますと、歳入総額は22億3,363万4,007円で、歳

出総額は21億2,794万66円となっており、全ての会計で黒字決算となっています。 

 また、上水道事業会計の決算額と決算収支を見ますと、水道事業収益は１億2,082万4,890円で、

水道事業費用は１億1,528万2,086円となっており、純利益が554万2,804円の状況です。歳入では特

別会計等の事業運営の基本となる税及び使用料などの収入未済額の推移を見ますと、依然として増

加傾向で多額の収入未済額を抱える会計がありますが、一部の会計では徴収努力がうかがえる状況

が見られました。しかしながら、この税及び使用料の滞納については、債権徴収等に当たっての常

日頃からの努力が必要であり、その負担の公平性の確保に努めなければならないことは言うまでも

ありません。さらに、公法上の債権と私法上の債権で滞納処分や時効の取扱い等が相違することに
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も十分注意し、適法かつ合理的に不能欠損処分等の適切な処理にも努められたい。一方、歳出にお

いては村民に直接関わる生活環境の確保のための諸施策の推進に努めるとともに、人事異動も含め

新たな業務に就かれた担当者の事務研修の充実や課内でのチェック体制の強化など、組織として適

切な評価と効果的な内部統制の仕組みを構築し、適正な事務執行に努められたい。また、不用額に

ついては特別会計７会計、合計で前年度より2,308万5,000円の減となっており、一部の会計を除い

て予算の有効活用の努力がうかがえる状況が見られました。今後とも財源の有効活用を図るため、

必要最小限の予算の計上に努めることはもとより、必要額を適正に見積もった上で減額補正を行う

など、なお一層の不用額の縮減に努められたい。 

 最後に、高山村会計全体について申し上げます。 

 本村では総合計画や総合戦略により、人口減少の進行を可能な限り抑止し、持続可能な活力及び

村づくりを推進していますが、全国的に少子高齢化や人口減少が進み、国の財政事情も厳しさを増

す中で、普通交付税等の増収は期待できない状況にあります。さらに、国庫補助金等の減少や働き

盛り世代の縮小、高齢化の進展等による税収の減少も予想されます。そこで、徴収等に当たっては

担当職員の研修をはじめ、徴収スキルの向上を図ることはもとより、課を超えた全庁的な収納体制

の整備など、滞納整理における抜本的な体制作りが重要ではないかと考えております。歳出面では

社会保障関係費、公共施設等の老朽化に対応する長寿命化の経費、自然災害を防止するための経費

のほか、新たな村民ニーズの変化に対応する経費などの増加が予想されます。このため、今後の財

政運営に当たっては、より一層の財政の健全化と各種財源の確保に対し、職員一丸となって取り組

むとともに基金の有効活用、借入金の縮減並びに事務事業の効率的な執行による歳出抑制に努めら

れ、限られた財源の中で村民ニーズを的確に把握したサービスの向上を図っていただくことを期待

します。本年４月にスタートした第六次高山村総合計画の将来像であります、「ずっと住みたい 

また訪れたい いいね 信州高山」、自然の恵み、豊かさ実感、幸せ実感の実現に向けた効果的な

事業推進に取り組まれることを望むものであります。 

 以上、令和元年度一般会計特別会計等の決算審査の報告をさせていただきます。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから、認定第１号から認定第９号までの９件について一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本件については９人の委員をもって構成する令和元年度決算審査特別委員会を設置し、これに付

託の上、審査をすることにしたいと思います。御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 本件については９人の委員をもって構成する令和元年度決算審査特別委員会を設置し、これに付

託の上、審査をすることに決定しました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました令和元年度決算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第

５条第２項の規定によって、お手元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 令和元年度決算審査特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定

しました。 

「令和元年度決算審査特別委員会」構成名簿 

職       名 氏     名 

委       員 柴 田 弘 男 

〃 湯 本 辰 雄 

〃 西 原 澄 夫 

〃 西 條 正 純 

〃 酒 井 康 臣 

〃 涌 井 仙一郎 

〃 畔 上 孝 一 

〃 水 谷   清 

〃 宮 川 登志一 

議 案 付 託 表 

議               案 付 託 委 員 会 

認定第１号 令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について 

認定第２号 令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 

      について 

認定第３号 令和元年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

認定第４号 令和元年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 

令 和 元 年 度 

決 算 審 査 

特 別 委 員 会 
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      いて 

認定第５号 令和元年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 

      定について 

認定第６号 令和元年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 

      について 

認定第７号 令和元年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の 

      認定について 

認定第８号 令和元年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

      ついて 

認定第９号 令和元年度高山村上水道事業会計歳入歳出決算の認定につい 

      て 

 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 ただいま令和元年度決算審査特別委員会に付託しました認定第１号から認定第９号までの９件に

ついては、会議規則第45条第１項の規定によって、９月11日までに審査を終了するよう期限をつけ

ることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 認定第１号から認定第９号までの９件については、９月11日までに審査を終了するよう期限をつ

けることに決定しました。 

 委員会条例第７条の規定によって、令和元年度決算審査特別委員会の委員長及び副委員長の互選

を本日の会議終了後、本議場において行ってください。 

 互選に関する職務は、年長委員、宮川登志一議員とします。 

 なお、委員会終了次第、委員長及び副委員長の互選の結果を報告願います。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 明日４日から７日までは休会とします。 

 来る８日は午前10時から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会します。 

 お疲れさまでした。 

午前11時55分  散 会 
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 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和２年９月３日 

                 高山村議会議長  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  畔 上 孝 一 

 

                 署 名 議 員  水 谷   清 

 

                 署 名 議 員  柴 田 弘 男 
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令和２年第４回高山村議会９月定例会一般質問目次 

 

令和２年９月８日（火曜日） 

 

７番 畔上孝一議員 ………………………………………………………………………………………28 

   村の人口増対策について 

   少人数学級を求める 

   にぎわいの場事業について 

 

１番 柴田弘男議員 ………………………………………………………………………………………39 
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午前10時00分  開 議 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 

 

──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、６番 涌井仙一郎議員が療養のため欠席する旨、届出がありましたので、報告し

ます。 

 令和元年度決算審査特別委員会の委員長から、委員長及び副委員長の互選の結果について報告が

あり、別紙のとおり構成名簿をお手元に配りましたので報告します。 

 

「令和元年度決算審査特別委員会」構成名簿 

職       名 氏     名 

委   員   長 西 原 澄 夫 

副 委 員 長 湯 本 辰 雄 

委       員 柴 田 弘 男 

〃 西 條 正 純 

〃 酒 井 康 臣 

〃 涌 井 仙一郎 

〃 畔 上 孝 一 

〃 水 谷   清 

〃 宮 川 登志一 

 

 コロナウイルス感染症対策の中ではありますが、熱中症等防止のため、質問席、答弁席にアクリ

ル板を設置しましたので、マスクを外して発言していただいても結構です。 

 また、およそ１時間ごとに水分補給のための休息時間を取って、議事進行したいと思います。 
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 これで諸般の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 一般質問 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

─────７番 畔上孝一議員。 

○７番（畔上孝一議員） 

 それでは、おはようございます。 

 通告に従い一般質問を行います。よろしくお願いいたします。 

 何年かぶりに発言順の抽せん１番くじを引きました。これが吉と出てくれれば、ありがたいかな

と思っておりますが、どうなりますか、ひとつ通告に従い質問いたします。よろしくお願いします。 

 まず最初に、村の人口対策について伺います。 

 高山村の人口減少が続き、ついに7,000人を割り込むことになりました。先日配布されました広

報たかやま８月号を見ますと、村の人口6,901人となっております。村長は、あえて高い目標を掲

げて、8,000人の村づくり、そして世代間のバランスの取れた村づくりをすると、４年前に公約で

当選されました。 

 人口減少防止対策、幾つか村でも施策を実施されてまいりましたが、減少は止まらず、ついに

6,000人台になってしまいました。新規就農者支援や移住促進で、村へ何人かの皆さんが村外・県

外からお越しになって、移住されてこられた皆さんもいらっしゃいますが、しかし、人口減少対策、

いろいろ実施されましたが、なかなか減少に歯止めがかかるところまでいっておりません。 

 今後の対策、どのようなことを考えられておられますか、伺いたいと思います。答弁をお願いい

たします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 村の人口対策についてお答えいたします。 

 本年は、総務省が５年に一度、国勢調査を実施する大変重要な年に当たりますが、これまでの調

査結果による本村の人口推移を見ますと、平成17年の調査では7,654人であったものが、平成22年

には7,563人に、平成27年には7,033人と長期的な減少傾向が続いており、大変憂慮すべき事態とな

っております。 

 また、国立社会保障・人口研究所による平成29年の「日本の将来推計人口」によりますと、令和
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42年の日本の総人口は約9,300万人にまで減少し、その50年後となる令和92年には約5,300万人まで

減少するとされており、平成20年のおおむねピークであった１億2,808万人と比較して、約４割ま

で落ち込むと推計されています。 

 このような人口減少は、社会の様々な面に影響を及ぼすことが想定されており、例えば少子化が

進展することで労働力が減少し、ひいては生産性が低下し、経済成長に大きく影響すると言われて

おります。また、若者１人が支える高齢者数が大幅に増加することで、現行の社会保障制度の崩壊

につながりかねない状況を生み出すことが想定されるとともに、地域の経済活動の減速や、伝統的

な行事やイベントの削減など地域の活力を低下させる様々な問題を引き起こすこととなり、既にこ

のような問題が表面化してきております。 

 国では、この状況に対するため、平成26年９月にまち・ひと・しごと創生法を制定し、令和42年

に１億人程度の人口を維持するための中長期的な展望を示したビジョンを策定することとともに、

令和２年度を初年度とする第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、将来にわたって活力

ある地域社会の実現のための施策を講じることとしています。 

 また、本年５月29日、今後５年間の子育て対策の指針となる少子化対策大綱を閣議決定し、数値

目標として希望出生数1.8の実現を初めて明記し、大綱に盛り込んだ施策を具体化させることで、

出生率の上昇につなげたい考えを示しました。 

 村におきましては、国の動向を踏まえ、「むらにしごとをつくり、安心して働けるようにする」

「むらへの新しいひとの流れをつくる」「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」「魅

力的で安心して暮らすことができるむらをつくる」ため、４つの基本目標から成る令和２年度を初

年度とする第二期高山村総合戦略を策定し、人口減少を抑制した持続可能な村づくりを進めている

ところであります。 

 そこで、人口増対策についてのお尋ねでありますが、本村では、人口減少に歯止めをかけ、人口

増につなげるための村独自事業として、結婚定住祝い金や出産祝い金、乳幼児家庭育児給付金や保

育園副食費の無償化、小中学校入学祝い金や福祉医療費の18歳までの助成、高校生のバス通学費補

助や学校給食費の段階的な軽減など経済的な支援に加え、子育て支援センターの充実や地域優良賃

貸住宅の整備など、特に子育て世代の皆さんへの支援に努めてまいりました。 

 また、本村へ移住を検討されている皆さんへきめ細かな対応が行えるよう、平成29年から総務課

と産業振興課に１名ずつ定住支援員を配置し、移住希望者に対し、先ほど申し上げました村の手厚

い助成制度に加え、本村においでいただくためのイベント情報等を提供するなど、移住を希望され

る皆さんが地域との絆を深める等、その関係性の維持を図り、移住につなげるための取組を継続的

に実施してきたところであります。その結果、令和元年度は、県内外から６組14名の方が移住され

ております。 

 しかしながら、本年は新型コロナウイルス感染症感染防止のため、首都圏などにおける移住相談
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会の実施が軒並み中止になるなど、移住希望者との面談ができない状況が続いております。そこで、

このような状況に対応するための村独自の取組として、８月３日から高山村ウェブ移住相談会とし

て、ウェブ上での非接触型移住相談会を開始したところであります。 

 このように、人口増加を目標に各種施策に取り組んでおりますが、なかなか人口減少に歯止めが

かからない状況にありますことから、これまでの助成制度等を着実に実施するとともに、第六次高

山村総合計画に沿って、安心して暮らすことのできる村づくりや、農業・観光など本村ならではの

魅力ある村づくりに努めてまいりたいと考えております。 

 さらに、ＳＮＳやウェブ移住相談会等で子育てしやすい環境づくりをお知らせするとともに、豊

かさや幸せが実感できる本村の魅力を情報発信することで移住・定住者を確保し、人口増につなげ

てまいりたいと考えておりまので、御理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────畔上孝一議員。 

○７番（畔上孝一議員） 

 再質問いたします。 

 確かに、今村長言われたように、幾つかの大きな施策を実施されて、人口減少対策は実施されて

おります。しかし、残念ながら、今もお話がありましたように、村の子どもたちの数がどんどん少

なくなって、次に出生率が下がってきているということで、私の家の近所は幸い、小学生、保育園

の子どもが何人かいらっしゃいますので、日曜日などは子どもの声がとてもにぎやかで、ありがた

いんですが、地域によっては、高齢者の皆さんにお聞きしますと、うちの近所は全然子どもがいな

くて、子どもの声がここのところ、数カ月、子どもの騒ぐ、飛んで歩く声なんて聞いたことないと

いうような方もいらっしゃいます。 

 いろいろな人口減少対策があろうかと思いますけれども、村の、特に若い人たちが高山村に住んで、

そして結婚して、村で子どもを産んでいただいて、高山村の人口減少が少しでも減ればと思います。 

 そのためには、やはり、今村長言われたように、婚活イベントから始まって、幾つかの子育て支

援がありますが、子育て支援も大変重要なことなんですが、ぜひ子どもたちが少しでも増えるよう

な対策も積極的に取り入れて、人口減少対策に盛り込んでもらいたいと思いますが、ぜひお願いい

たします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えしたいと思います。 

 今の畔上議員の再質問については、いわゆる子どもさんの出生率が非常に低いために、村内から

も子どもさんの声がなかなか聞こえてこないと。そういうことに対して、どのような施策という御
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質問だろうというふうに思います。 

 やっぱり、いろいろ社会状況の変化で、このような状況になっていると思いますし、その要因等

は幾つかあろうかと思います。そういうふうな要因そのものを一つ一つ吟味する、こういうことも

必要だろうと思いますが、やはり、ここで定住する皆さんがなかなか増えてこない、こういったも

のが非常に大きいだろうというふうに思いますし、定住されてもなかなか結婚されないとか、そう

いういろいろな状況があると思われます。 

 そういった点で、定住する皆さん、そして結婚される皆さん、そういうふうな人たちが１人でも

多くなるような、こういうことをしていかなければいけないかなと思います。そのために、私も公

約のときに申しました、人づくりが柱になるだろうと。そういったことで、そのためには、人づく

りをするためにも、少なくとも50年ぐらいかかるだろうと、こういうふうに思っています。 

 そのために一歩一歩、着実に進めていきたい、このように思っておりますので、また議員の皆さ

んのお力添えをいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────畔上孝一議員。 

○７番（畔上孝一議員） 

 ぜひ、村中に子どもたちの声が響き渡るような村になるように努力をしていただきたいと思いま

す。私たちも一生懸命努力いたしますが、どこの地域へ行っても、子どもたちの声がにぎやかに聞

こえるような村に、ぜひまたなっていただきたいと思いますが、ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは、次の質問に入ります。 

 ２つ目は少人数学級についてです。 

 高山村は、他の市町村に先駆けて、いわゆる少人数学級、30人規模学級を取り入れていただいて、

現在も少人数学級になっておりますが、先ほどからお話があります、コロナウイルスが今、問題に

なりまして、イベントあるいはサークルの会議等で、３密を避けるということで、密を避けて、そ

してうがい、手洗いをしっかりすると言われておりますが、我々もサークルの会議を開きたいんで

すけれども、なかなか、どうやって開いていいのか迷っているところもあります。 

 しかし、学校ではどうでしょうか。確かに少人数学級、30人規模学級を導入していただきまして、

何年にもなるわけですけれども、今、30人学級ですと、机を並べて、子どもたちが教室で勉強する、

その間の距離ですね、前後の距離、それから左右の距離、一つ一つが今、コロナウイルスの関係で、

1.8ｍとか２ｍとか、間の距離を取るようにと言われておりますけれども、小中学校の授業の教室

はどうなっているんでしょうか、お尋ねいたします。 

 できれば、これを機会に、小学校あたりでは20人規模で、スペースを、机と机を少し離しまして

20人規模の学級に、コロナ終息するまでの暫定的なことになりますが、そうした20人程度の学級編

制、先生のこともありますけれども、できないでしょうか。随分密になっている教室もあるんじゃ
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ないかと伺いますが、村でどのように考えていらっしゃいますか、お聞きしたいと思います。答弁

をお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────山岸教育長。 

○教育長（山岸深志） 

 少人数学級を求めることについてお答えをいたします。 

 現在、新型コロナウイルス感染症は世界的な広がりを見せ、その勢いは一向に衰える気配があり

ません。国内においても、今年１月に確認されたこの感染症は、その後、全国的な広がりを見せ、

２月27日には総理大臣より、全国の小中学校、高等学校及び特別支援学校に一斉の臨時休業の要請

がなされました。 

 このため、高山村教育委員会では、この要請及び全国の感染状況を踏まえ、村内の小中学校を３

月２日から春休みを含め、実質35日間の臨時休業とし、休業明けの４月６日から小中学校の新学期

をスタートいたしました。しかし、全国では感染者が増え続けたため、４月７日に国は新型インフ

ルエンザ等緊急事態宣言を発出し、長野県においても、県立の中学校、高等学校及び特別支援学校

を４月10日から24日まで再び臨時休業とすることといたしました。 

 これらの状況を踏まえ、高山村教育委員会では、小中学校を４月13日の午後から４月26日まで再

び臨時休業とすることとし、その後、さらに感染拡大による緊急事態宣言の延長に伴い、５月31日

まで臨時休業を再延長いたしました。５月に入り、新規感染者数が減少に転じたため、国は５月14

日に長野県を含む39県の緊急事態宣言を解除し、高山村教育委員会でも小中学校の臨時休業を５月

24日までとし、５月25日から学校を再開しました。 

 この間、コロナウイルス感染症に対する様々な取組がなされる中、５月22日には文部科学省より、

学校の衛生管理の観点から「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル

～学校の新しい生活様式～」が出されました。その後、この学校衛生管理マニュアルは、感染症の

状況や最新知見を反映しながら随時改訂され、８月６日には第３版の改訂版が出されたところであ

ります。 

 このマニュアルには、国内外の感染状況を見据え、長期にわたり、この感染症とともに社会で生

活していくことを前提とし、学校においては、マスクの着用、手洗いの励行及び３つの密を避ける

等の新しい生活様式を導入し、教育活動を継続していくことの必要性が示されております。 

 高山小中学校では、この学校衛生管理マニュアルを踏まえ、きめ細かな手洗いの励行、給食時の

配膳方法の工夫、マスクの着用等とともに、３密を避けるため教室の机の間隔を可能な限り離す、

定期的な換気を行う、大声での会話を避ける等の感染予防を講じながら、教育活動を再開いたしま

した。 

 そこで、この３密を避けるために、小中学校で20人程度の少人数学級にできないかとの御質問で
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ありますが、現在、高山小中学校は各学年２学級で、通常学級は小学校１クラスの平均児童数は約

26名、中学校の平均生徒数は約30名となっております。例えば、各学年の学級数を現在の２学級か

ら３学級に増やした場合、１クラスの平均児童生徒数を小学校では約17名、中学校では約20名に減

らすことができます。 

 しかし、教職員の増加数は、学級担任だけで小中合わせて９名、さらに、中学校においては各教

科の授業時数増加に合わせた専科教員の配置が必要となり、大幅な教員の増加が見込まれ、新たな

少人数学級の編制は困難であると考えています。 

 また、これに伴う新たな学級編制替えにより、臨時休業後の５月下旬より育んできた子どもたち

と担任との信頼関係や、学級の友達との人間関係等を再度つくり直していくこととなり、子どもた

ちの間に不安が生じることも予想されます。 

 このようなことから、今後も校内の消毒の徹底、手洗いの励行、マスクの着用、そして３密を避

けるため、教室の定期的な換気、ソーシャルディスタンスの確保、飛沫の拡散防止等の感染症対策

を講じつつ、現在の学校生活を維持してまいりたいと考えております。 

 このコロナウイルス感染症は、長期にわたり続くことが予想され、新しい生活様式の中で、私た

ちは生きていかなければならないと言われております。一方、学校においては、今まで経験したこ

とのない新型コロナウイルス感染症に対応しながら、この新しい生活様式の中で、子どもたちの学

習を保障していくという課題に直面しております。 

 したがいまして、教育委員会といたしましては、学校と連携を図りながら、日々の感染症対策を

確実に実施していくとともに、これからの様々な状況を想定しながら、新型コロナウイルス感染症

に備えてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────畔上孝一議員。 

○７番（畔上孝一議員） 

 今、教育長から答弁をいただきました。確かに20人規模の学級となると、先生も必要になりまし

ょうし、教室も必要になりましょうし、また、それぞれの教材等も大変なことはよく分かります。

一番は、このコロナが早く終息してくれれば、一番問題ないんですけれども、今日の信毎を見ます

と、長野県下でコロナ感染者300人に迫っているということも載っておりました。 

 そしてまた、学校だけに限らず、地域の商店の皆さん、あるいは事業をしていらっしゃる皆さん

も、お客さんが見えたときに感染させない、しない、その対策に大変苦慮していらっしゃるという

ことも今日の信毎に載っておりましたが、確かにそうだと思います。 

 また、子どもたちも今までやったことのない、新しい生活に切り替えなければならない部分もあ

ります。我々もそうですが、まず密を避けて、手洗い、あるいはうがい等もしっかりとして、それ

でまた、ドアのノブですとか手で触る部分、しっかり消毒して感染、うつらないようにすることも
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大変必要かと思います。 

 もちろん、家庭もそうですし、学校もそうですし、それから行政の役場等もそうですが、いつ終

息するか分からない、目に見えないコロナウイルスに、今年になって、新しい年が始まってすぐコ

ロナに脅かされて、いまだに全く終息しないどころか、まだ感染者がどんどん増えるという状態が

続いている中で、学校運営も非常に大変かと思いますが、ぜひ子どもたちには、うがい、手洗い、

そして消毒、あるいは３密にならないように指導していただいて、高山村から感染者が出るという

ようなことのないように頑張っていただきたいと思います。 

 また、我々も一生懸命頑張りますが、ひとつ密を避けて、感染しない、させないということをし

っかり身につけてやっていきたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

 それでは、３つ目の質問に入ります。 

 にぎわいの場づくりの事業についてお伺いいたします。 

 にぎわいの場創出事業で、山田牧場に足湯等の施設の建設が始まりました。当初お伺いしたとこ

ろによると、村内に６カ所程度、そういうにぎわいの場を設けて、観光客等のお客さんに回ってい

ただくというお話でしたが、山田牧場は工事が始まったようですが、６カ所と言われましたほかの

箇所は、今後どのように進めていかれるのかお聞きしたいと思いますが、よろしくお願いします。

答弁お願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 にぎわいの場事業についてお答えいたします。 

 にぎわいの場構想につきましては、高山村の強みであります豊かな自然を基本とする観光資源と

ともに、その豊かな自然を生かした高山村固有の産業や歴史・文化等の資源を十分に活用し、村内

外から訪れるお客様の心と体を癒やすことのできる拠点を村内に整備することにより、地域におけ

る産業の振興や住民福祉の向上とともに、さらなる地域の活性化を図ることを目的としております。 

 中でも山田牧場につきましては、牧場という名のとおり、標高1,500ｍの高原で牛の放牧が行わ

れており、牧場の景観や笠岳登山、山菜取りや避暑、温泉、スキーなどの目的で、観光客などの皆

さんにお越しいただいております。 

 しかしながら、ただいま申し上げました目的以外で、子どもさんから高齢者の皆さんに至るまで、

幅広い年齢層の皆さんが気軽に来て、長時間楽しんでいただけるような環境になっていないのが実

情かと思います。 

 さらに、近年における山田牧場は、畜産農家の高齢化等による廃業や規模縮小に伴い、飼育頭数

の大幅な減少などから年々放牧頭数が減っているほか、国内におけるスキー人口の減少や、今シー

ズンのように暖冬で雪が少なかったこと等による利用者の減少、さらには奥山田温泉における宿泊
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業者の廃業などにより、より一層、牧場の存続自体が危惧されているところであります。 

 そうした中で、この山田牧場から見る善光寺平の夜景スポットや年間を通しての北アルプスの眺

望は大変すばらしく、晴れた夜の星空はどこにも負けないものがあり、まさに山田牧場は村の宝で

あると思っておりますので、ぜひとも山田牧場ににぎわいを取り戻すことを最優先課題の１つとし

て取り組んでいるところであり、議会の皆様の御承認をいただき、本年度予算に用地購入費や設計

監理費、工事請負費や引湯負担金等で１億円余りの経費を計上し、現在、貴重な植物の保護対策に

ついて、関係者の皆様と協議を進めているところであります。 

 そこで、まず初めに、山田牧場以外のにぎわいの場構想の今後の進め方についてのお尋ねであり

ますが、このにぎわいの場構想では、山田牧場を含め、村内の６カ所を候補地として検討している

ところであります。 

 このうち、１カ所目は、高井地区で村の入口付近を候補地としており、近くにはコンビニなどの

店舗やガソリンスタンド、食事処がございます。ここで休憩を取りながら、村の観光情報やイベン

ト情報等を入手し、村内での周遊等の相談ができる観光案内所のような機能を兼ね備えることがで

きればと考えております。 

 ２カ所目は、村の公共交通の重要な交通結節点でもあり、温泉や温泉プール、マレットゴルフな

ど年間10万人以上の来場者のある、村民の健康づくりの拠点施設で、近くにはワイナリー等が点在

するＹＯＵ游ランドであります。 

 ３カ所目は、千石での蛍観賞や地元農産物、農産加工品などの販売等が行われている、ふるさと

センター山田並びに、以前ＪＡの共選所のあった中山地区であります。 

 ４カ所目は、年間10万人近くの来場者がある蕨温泉ふれあいの湯及び、その周辺のおやきや地場

産の直売所等がある、特に秋の山里の風景が美しい奥山田地区であります。 

 ５カ所目は、多くの文人墨客が訪れた伝統と歴史ある山田温泉で、６カ所目は、先ほど申し上げ

ました標高1,500ｍの高原で牛の放牧やスキー場、そして温泉や星空が楽しめる山田牧場でありま

す。 

 この６カ所のうち、現在、山田牧場以外の地域の皆さんからも、にぎわいの場構想の中で早急に

整備してほしいなどといった御要望をいただいている団体もございますが、これら６カ所の拠点施

設の整備を同時に進めることは、限られた職員数や村の財政面からも大変厳しいものがありますの

で、順次、計画的に進めてまいることとしております。 

 また、この構想について協議していただいている高山村にぎわいの場構想検討委員会では、既に

今後の事業の進め方等の方針を決定していただいており、この方針によりますと、できる限り既存

の施設を活用しながら、行政主導ではなく、民間活力を最大限生かす形で検討を重ねていただき、

村は各種支援策の導入や必要に応じて用地の確保など、側面から支援することとしております。 

 このため、まずは拠点ごとに中心となる皆さんをお決めいただき、実効性のある具体的な計画を
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立てていただくとともに、当然、民間の事業でありますことから、持続可能かつ利益を得られるよ

うな事業にしていただくことが最も重要であると考えております。 

 一方、村では、村単独の財源だけでは限界がありますことから、国や県の補助事業の導入などを

検討し、特定財源を確保した上で、実現性や緊急性等の高いところから、順次構想を具現化してま

いりたいと考えております。 

 現在は、緊急性等を考慮する中で山田牧場を優先的に進めておりますが、今後、他の地域につき

ましても、先ほど申し上げました手順等に従って、１カ所でも多く実現できるよう鋭意努めてまい

りますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、新型コロナウイルス感染症の影響による誘客と今後の事業の進め方についてでございます

が、世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症は全く終息が見えない、全世界共通の

大変大きな課題であります。このため、密閉・密集・密接の３密を避ける新しい生活スタイルに変

更していくことが求められており、にぎわうということは、まさに３密になることでもありますの

で、できる限り３密を避けなければならないものと考えております。 

 しかしながら、観光業を始め、多くの経済活動は、人々の往来や消費活動によりにぎわうことで

成り立っており、にぎわうことを自粛することは経済活動に大きな影響を及ぼしかねないことなど

から、いかにして新型コロナウイルス感染症と向き合っていくのかが求められております。 

 最近では、ウィズコロナとかアフターコロナということで、感染防止対策の徹底や、団体旅行か

ら少人数のグループや家族単位の旅行への移行、さらには、室内よりもソーシャルディスタンスが

保てる屋外で楽しめるイベントの開催など、様々な工夫を凝らして集客に努め、経済の再生を目指

している地域等もありますので、本村においても同様の方向にかじ取りをしていかなければならな

いものと考えております。 

 新型コロナウイルス感染症は、特効薬やワクチンの開発の見通しが立っていない中で、感染防止

策と併せ、経済活動も循環させなければならないことなどから、今後のコロナウイルス感染症の状

況にもよりますが、３密を避け、新しい生活スタイルに沿った防止対策や県などの方針に従って、

村民や事業者の皆さんの協力をいただきながら、万全の安全対策を取り、誘客に努めていかなけれ

ばならないものと考えております。 

 したがいまして、新型コロナウイルス感染症対策は大変困難な課題でありますが、私は、多くの

村民の皆さんのお力をお借りしながら、村の支援事業などを充実させ、村民と行政の協働による村

づくりを進めながら、私の公約でありますにぎわいの場構想の実現に向けて邁進してまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────畔上孝一議員。 

○７番（畔上孝一議員） 
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 コロナウイルスの対策まで御答弁いただきまして、ありがとうございました。 

 しかしながら、３密を避けるためにブロック懇談会も開けない、また、大勢の人を集めて説明会

をしたくても説明もできないという、非常に大変な時期になっておりますが、山田牧場の皆さんに

も本当に理解していただいているのかどうか、その辺もう少し説明が必要なのではないかなと思い

ます。 

 そしてまた、この事業に対して、村民の皆さんが本当に理解されているのかどうか。私が聞いて

みたところでは、理解されている方が、残念ながら大変少ないというように思います。 

 今、村長が答弁されたようなこと、ブロック懇談会を開くわけにいきませんが、３密を避けて、

ぜひ村民の皆さんに、もう少し周知できるように努力していただきたいと思います。広報にも載っ

ておりましたし、無線でも流されましたし、いろいろ手は尽くされていると思いますが、もう少し

ＰＲといいますか、村民に理解してもらえるような、何とかそういう手だてを考えて、村民の皆さ

んに理解をいただいて、その中で進められるように考えていただきたいと思いますが、よろしくお

願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 それでは、再質問にお答えします。 

 再質問の内容は、ブロック行政懇談会が新型コロナウイルスで開催されない、そういったことで

村民の皆さんに十分周知されていない、そういうことと、職員の皆さんも理解しているのかと、こ

ういうことだろうというふうに思われます。 

 まず、私の、いわゆるにぎわいの場構想につきましては、道の駅という名の発想がありますけれ

ども、私の原点は、道の駅は目的地なんですね。そこで終われば、そのままお帰りになる。私は、

あちこち回って、そういうふうに見ています。それでは、ただそこだけで終わってしまうと、こう

いうことでありますので、やっぱりそれらを含めて、いわゆる拠点にして、そして幾つかの拠点を

回っていただいて、そして村に長時間いていただいて、ひいては泊まっていただくと、そういう構

想を持っておりますし、そういうお話は、ブロック行政懇談会の中で、挨拶の中で度々お話をさせ

てもらっております。 

 そういったことで、万全とは言いませんけれども、理解はしていただいているものと思っており

ますし、一番強烈なものは、いわゆる自然が美しい、そういう観光資源はあるんだけれども、それ

を十分に生かしていないんではないか、こういうふうなものが指摘されておりますので、その観光

資源を生かすためには何かと、こういうことで、各拠点にそれを使ったものをつくると。これが、

にぎわいの場の構想の原点であります。 

 そして、職員の皆様の理解については、私は今、職員の朝礼の中でも度々、自然を大事にすると
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ともに、そういうふうなものも、私の方針を示したり、あるいは課長会議を通して、課長の皆さん

から職員の皆様への伝達、そういうふうなものを充実しており、何よりも、いわゆる現場主義とい

うことを通して、村民の皆さんがどういうふうなものを要望しているのか。いわゆる、今の私のに

ぎわいの場についても、当然、村民の皆さんからも、こういうふうにあったほうがいいんだと、こ

ういうふうなことがありますので、その辺については十分吸い上げて、そして村政運営に生かして

いると、こういうふうに理解しておりますし、今指摘されたように、もしそれがあれであれば、ま

たさらに職員の皆さんにも周知徹底していきたい、このように考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────畔上孝一議員。 

○７番（畔上孝一議員） 

 再々質問いたします。 

 村の確かに観光資源、本当に生かし切れているかというと、なかなか生かし切れていない部分も

あろうかと思いますが、特にコロナの関係で、観光業界はほとんど軒並みダウンしております。観

光事業自体がやっていかれなくなりそうな気配も出ています。ましてや、バスもやっぱり動かない、

それからお客さんも外出、遠出はしないということになると、ますます観光業の皆さん、疲弊して

しまうわけですが、にぎわいの場創出事業で、高山村は大丈夫だよとぜひＰＲして、それでまた、

村民の皆さんにも理解いただいて、観光業を盛り上げて、お客さんにたくさん来ていただける村に

なるように、ぜひ、いろんな施策がありましょうが、そういうことで、にぎわいの場創出事業検討

委員会を始めとして、村の皆さん、一生懸命頑張っていらっしゃると思いますが、山田牧場に限ら

ず、村の資源を十分に生かして、お客さんに提供して、そして、コロナにかからないように３密を

避けて、観光業が少しでも振興するように努めていただきたいと思いますが、よろしくお願いしま

す。 

 以上です。終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 答弁はよろしいですか。求めますか。 

（「はい」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 議員、ありがとうございます。 

 私が山田牧場にまず第一にやったのは、いわゆる議員も御存じのように、何十年となく高山の観

光の中心として頑張ってこられた、この方が、本当にこの新型コロナを含めて瀕死に窮していると、
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こういう状態に陥っている。そして、地域の皆さん全員の総意で、何とかしたいんだと、こういう

ふうな要望が強く我々にありました。 

 そして、温泉もそうですが、そういった皆さんに、一日でも早く、そういう体制で元気が出る、

そういうふうな体制をつくるということが最も大事であるというふうに言われております。 

 そして、いわゆる復興という言葉がいいのかどうか分かりませんけれども、観光事業の復興のた

めには、いろいろな施策をして、そして地域の皆さんが、これなら明るい希望があるんだと、こう

いうふうな施策をつくらなきゃいけない。そういうことで、にぎわいの場を皆さんの希望の光にし

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で畔上孝一議員の質問を終わります。 

 しばらく休憩します。水分補給をしてください。 

 会議は午前11時10分から再開します。よろしくお願いします。 

午前10時57分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午前11時10分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────１番 柴田弘男議員。 

○１番（柴田弘男議員） 

 通告に従い質問いたします。 

 内山村政の２期目について質問します。 

 内山村長は、初登庁以来、村づくりに取り組まれてこられました。日々の緊張の中、高山村の発

展のために尽力されたことに敬意と感謝を表すものであります。 

 人口減少対策の柱は人づくり、ここで生まれ育った子どもたちが、ここで生活したい、ここで暮

らしたいと思っていただける地域づくり、高山村に暮らせる幸せを目指されています。特に喫緊の

課題は、高山診療所の医師確保でありました。昨年４月より室林先生をお迎えして、安心な医療体

制を図ることができました。 

 また、防災力を高めるため、役場庁舎へ蓄電池設備等の設置、昨年10月12日の台風19号災害、本

村も１日の降水量が285ミリという記録的豪雨で甚大な被害となりました。初めての避難勧告を発

令し、避難所６カ所を設置し、住民に避難を呼びかける対策を取られました。 

 また、今年は新型コロナウイルス感染症が発生し、感染予防、経済対策など行っておりますが、

いまだに終息する気配なく、増加し続けています。内山村長は、感染者を高山村からは絶対出さな

いとの強い思いでおられ、日々御苦労かと推察いたします。 
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 このような中で、村長の任期満了が11月までと迫っております。村長の描かれている村づくりは、

いまだ道半ばではないかと考えております。気力、体力も十二分かと思われます。ぜひ２期目に出

馬していただきたい。 

 そこで、質問いたします。 

 １番、振り返ってみて、１期目の総括はどうであったか。 

 ２番、２期目の出馬の決意について。 

 以上２点を伺います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 私の村政２期目についてお答えいたします。 

 私は、平成28年11月15日から高山村長の重責を担わせていただき、早くも３年10カ月が経とうと

しております。私が就任以来、「めざす未来は、豊かな高山村と、そこに暮らす村民の幸せ」をキ

ャッチフレーズに、５つの公約の下に村政運営を進めてまいりました。 

 これまでの間、村政運営に当たりましては、議員各位を始め、村民の皆様の温かい御支援と御協

力を賜ってまいりましたことに対しまして、改めて心より感謝申し上げる次第であります。誠にあ

りがとうございました。 

 そこで、私の村政１期目の総括についてのお尋ねでございますが、まず私は、就任以来、現場主

義に徹するということを申し上げてまいりました。現場主義とは、私自らが自分の足と目で村の現

状などを確かめることはもちろんでありますが、担当する職員１人１人が現場を担当しているとい

う意識に立つことであります。そのためには、村民の皆様の声に耳を傾け、力を十分に発揮できる

職場づくりが基本であり、その先頭に立つことが私の責務であると思っております。 

 そこで、まず初めに、「人口増、しあわせ増」についてでありますが、私は第１の公約として、

人口8,000人を目指すとした、あえて高いハードルを掲げさせていただきました。急速に進む人口

減少に歯止めをかけるためには、何よりもまず、高山村に暮らす皆様が安心して生活し、幸福感を

実感していただける村であることが基本であるものと考えております。高山村で生まれ育った子ど

もたちが、一度は離れても、再び高山村に戻ってくる、戻ってきたい、そのような村づくりを目指

してきたところであります。 

 そのためには、結婚支援の充実を図るとともに、子育て世代の経済的支援として、新たに、３歳

未満の乳幼児を家庭で育児する皆さんに１万円の商品券を給付する家庭育児給付事業のほか、給食

費の保護者負担の軽減については段階的に取り組む中で、１食140円、児童生徒１人当たり年間２

万8,000円を引き下げるなど、ライフステージに応じた総合的な子育て支援の拡充に努めてまいり

ました。 
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 さらに、平成30年度に発刊しました副読本により、小学校３・４年生の社会科等の授業で、村の

すばらしい自然や文化、産業などについて学び、ふるさと高山村に愛着を持っていただけるよう、

活用を図っているところであります。 

 また、喫緊の課題であった子育て支援施設につきましては、子育てする皆さんにとって、利用し

たいときにいつでも利用できる専用スペースを確保するため、高山村子育て支援センター整備検討

委員会からの提言を踏まえ、保健福祉総合センター内に支援センターを整備し、本年４月の開所以

降、多くの皆さんに御利用いただいているところであります。 

 このほか、地域公共交通再編計画に基づき、一昨年の10月からスタートいたしました新たな公共

交通バスの運行につきましては、高校生への定期券の購入費に対する補助を７割まで拡大するとと

もに、70歳以上の皆さんへの運賃の割引により積極的に公共バスを御利用いただく中で、買物難民

の解消など、高齢者の皆さんの移動手段の確保にも努めてまいりました。 

 また、令和２年度を初年度とする第六次高山村総合計画は、大変多くの村民の皆様に御協力をい

ただき、本年３月に策定することができましたが、これまでの間、村民の皆様には、村づくりアン

ケートや全地域での地区懇談会、さらには、たかやま未来会議や高山村計画審議会など、村づくり

の基本であります村民の皆様の参画によるおかげで、本年４月からは、その将来像となる「ずっと

住みたい また訪れたい いいね 信州高山」を目指してスタートすることができました。 

 次に、２つ目の「収入増、満足増」について申し上げます。 

 このことにつきましては、若い皆さんの村外への流出に少しでも歯止めをかけるとともに、移住

を希望される皆さんに住宅を提供し、ブランド性の高いりんごやぶどうなどの農業の振興や観光な

ど他の産業との連携を強め、雇用の場の確保に努めてまいりました。このため、山田保育園跡地へ

の地域優良賃貸住宅の建設を始め、空き家バンク事業の積極的な活用を図り、住宅の流動化を進め

てまいりました。 

 また、定住支援員を配置し、長野市との地域連携中枢都市圏事業や、長野地域の「楽園信州」な

どの事業を最大限活用するとともに、広域的な移住相談会などのイベントに積極的に参加し、イベ

ントなどを通じて、村に興味をお持ちの皆さんを対象として農業などの移住体験ツアーを企画し、

気軽に泊まれる就農おためし住宅の活用を図るなど、移住定住の促進に努めてまいりました。 

 次に、３つ目の「財源増、安定増」について申し上げます。 

 本村のような小規模な自治体での財政運営は、かなり高い比率で地方交付税に依存しており、安

定した行財政運営を行っていく上で自主財源の確保が重要となってまいります。このため、平成29

年10月からは、返礼品を伴うふるさと納税制度に取り組み、本年３月までの実績を見ますと、ふる

さと納税をしていただいた方は、延べ4,862人で6,257万円の御寄附を頂いたほか、地方創生応援税

制による企業版ふるさと納税は、２件で1,989万円の御寄附を頂くなど、着実に財源の確保に努め

てまいりました。 
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 今後とも返礼品の充実とともに、村の産業振興やＰＲ活動により、財源の確保に努めてまいりた

いと考えております。 

 次に、４つ目の「安全増、安心増」について申し上げます。 

 私は、地方自治体の最も重要な役割は、村民の皆様の生命と財産を守る安全・安心な村づくりに

あると考えております。近年の自然災害は、記録的という言葉が恒常化するなど、予想をはるかに

上回る大規模な災害が全国各地で発生し、自治体としての正確な情報の把握と的確な判断力、実行

力が求められてきております。 

 特に、昨年10月の台風第19号は、本村に土砂災害特別警報や大雨特別警報が発表されるなど、こ

れまでに経験したことのない大雨の中で、初めてとなる避難勧告や避難指示を発令し、多くの村民

の皆様が避難所で不安な一夜を過ごされました。 

 私は病気療養のため、災害対策本部にいることができませんでしたが、緊急時の対応は日頃から

職員と十分連携を図ってまいりましたことから、台風の当日も、長野気象台長とのホットラインに

より情報共有する中で、的確な避難勧告等の判断に努めたところであります。 

 また、防災の強化を図る施設整備といたしましては、村指定避難所などに公衆無線ＬＡＮ、Ｗｉ

－Ｆｉを導入し、災害などの緊急時にインターネットから情報が容易に取得できる環境整備や、県

営中山間総合整備事業により、老朽化した農村情報連絡施設のデジタル化とともに、光ケーブル回

線を活用し、音質がクリアで聞き取りやすいＦＭ告知放送を兼ね備えた個別受信機の整備や移動系

防災無線の整備、さらに、災害対策本部となる役場庁舎への蓄電池や太陽光発電設備などを整備し、

災害に強い村づくりに努めてまいりました。 

 特に本年は、孤立予想集落となる山田牧場に停電に備えた非常用電源装置の設置を進めており、

これにより村内全域で安全・安心が確保できるものと思っております。 

 また、課題となっておりました高山診療所の医師確保につきましては、昨年４月から総合診療の

専門医である室林先生をお迎えして、安心な医療体制の構築を図ることができました。 

 さらに、児童生徒の皆さんが安全に安心して学習ができる環境づくりとして、近隣に先駆けて、

普通教室棟などにエアコンを設置し、教育環境の整備に努めてまいりました。 

 次に、５つ目の「にぎわい増、魅力増」について申し上げます。 

 私は、村固有の産業、自然、歴史、文化等の資源を有効活用し、村内外からの集客向上につなげ

る拠点を村内に整備することで、地域における産業の振興や住民福祉の向上など、地域の活性化を

目的に、にぎわいの場構想を進めております。 

 この構想につきましては、本村を訪れていただくお客様の流れをつくるとともに、より長く村内

に滞留することで、地場産品や特産品の販売促進、飲食店や小売店での消費拡大、宿泊率の向上等

につなげ、観光面だけでなく、村全体がにぎわいにあふれ、活気のある、魅力ある村づくりにつな

がるものと思っております。このため、本年度は、山田牧場を先行して、にぎわいの場の整備に着
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手したところでありますが、現在、地元の皆さんの環境への配慮などについて、協議を進めている

ところであります。 

 これまで申し上げてまいりましたことは、私の公約として掲げた一端を述べさせていただきまし

たが、いまだ道半ばではあるものの、これまでの間、終始現場主義に徹して、50年、100年先を見

据えた人づくりに重点を置き、村政運営に努めてまいりました。 

 今後とも、こうした事業を着実に推進し、「めざす未来は、豊かな高山村と、そこに暮らす村民

の幸せ」、そして、安全・安心な村づくりに努めてまいりますので、なお一層の御支援を賜ります

ようお願い申し上げ、１期目の総括とさせていただきます。 

 次に、２期目出馬の決意についてのお尋ねでございますが、議員御指摘のとおり、昨年の台風第

19号では、私の病気療養で職員には御負担をかけることになりましたが、本村に土砂災害特別警報

や大雨特別警報が発表されたため、避難勧告や避難指示を発令しました。また、その台風第19号の

災害復旧のさなかに、新型コロナウイルス感染症感染防止対策に取り組むことになりました。 

 この２つの災害は、いまだかつて経験したことのない災害でありますが、地方自治体にとっては、

まさに危機管理体制を問われるところであります。危機を乗り切れるかどうかは、私の判断と行動

にかかっていると考えています。特に、終息すら見えない新型コロナウイルス感染症感染防止策に

は全力を挙げて取り組んでまいる所存でありますので、御理解と御協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

 そのような中ではありますが、議員お尋ねの２期目への出馬につきましては、前向きに検討して

まいりたい、このように考えていますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────柴田弘男議員。 

○１番（柴田弘男議員） 

 今の答弁で、前向きとおっしゃいましたが、決断される時期はいつ頃になるんでしょうか。御答

弁お願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 決断の時期という御質問ですが、今、前向きに考えていきたいと、初めて議員を始め皆さんに申

し上げました。私を応援していただける後援会の皆様には、お声はいただいておりますが、ありが

たいことと、このように受け止めて、まだ相談はしてございません。これから相談を申し上げ、そ

して皆さんとお話をして、その上で判断してまいりたいと、このように考えておりますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 
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─────柴田弘男議員。 

○１番（柴田弘男議員） 

 じゃ、私の質問、終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で柴田弘男議員の質問を終わります。 

─────３番 西原澄夫議員。 

○３番（西原澄夫議員） 

 今、村長さんの答弁がございました。私も、前向きな決意をされることを期待しておりますので、

よろしくお願いをしたいと思います。 

 さて、村のコロナの感染者は、今のところゼロ人です。村の感染予防の対策だったり、村民の意

識の高さのなせる業だというふうに思っています。ただ、最近、県下の状況を見たり、ＧｏＴｏト

ラベルキャンペーン等での村外からの人の入りを考えると、このままの状態が秋冬に向けても続く

とは、大変考えにくいというふうに思っています。 

 村の１号の感染者には、誰しもがなりたくはないと思っています。今後は、感染者を出さないの

ではなくて、出たときの対策もまた考えていただきたいというふうに思いますし、また、最初の感

染者への十分な配慮も必要と考えています。 

 それでは、通告に従いまして質問に入らせていただきます。 

 コロナ禍の中で、村民の意見、要望等をどのように吸い上げていくのかということでお願いを申

し上げます。 

 地区懇談会を始めとして、多くの会議やイベント等が、感染予防対策等で中止や延期に追い込ま

れています。その中で、村民の皆さんは、健康や生活への先行き不安を感じていられると思います。

今後、村民の意見や要望等を聞く機会をどのようにつくっていくのかお伺いします。議員もその任

を負っているわけでございますけれども、地域の寄り合い等も激減している中で、なかなかそうい

う要望等を吸い上げる状況は大変難しいわけでございます。 

 次に、議会報132号で取材させていただいた、移住・定住をされたお二人の要望は、様々な人が

コミュニケーションを取ることができる場を考えてほしい。もう１つは、村はもっと少数意見に耳

を傾けてほしいでした。どのようにお考えか、お伺いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 コロナ禍の中で、村民の意見等をどのように吸い上げるのかについてお答えいたします。 

 令和元年12月に中国・武漢市において確認された新型コロナウイルス感染症は、確認から半年以

上経過した現在においても、いまだに終息の方向性を見いだせる状況になく、８月30日時点の国内



－45－ 

における感染者数は６万7,264例、死亡者は1,264人となっています。県内でも237人の感染が確認

され、このうち86人は感染症指定医療機関に入院するなど、治療を受けている状況であります。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するためには、密閉空間、密集場所、密接場面の３密が

重なる場所を避けるようにし、自己への感染を回避するとともに、他人に感染させないように徹底

することが求められるなど、今までの生活様式を大きく変えていくことが求められております。 

 そこで、村民の意見等を聞く機会をどのようにつくるのかについてのお尋ねでありますが、私は

現場主義を掲げ、担当する職員自らが力を十分発揮できる職場づくりとともに、常に住民目線に立

った行政運営に努めてまいりました。このため、地域の課題はもとより、村民の皆様の御意見や御

要望をお聞きする場は最も重要な機会であると捉えており、活力ある村づくりを推進するためには

広聴活動が何よりも大切であると考えております。 

 そこで、村では、例年５月に開催しているブロック行政懇談会を始め、各種会議や委員会等を通

じて、より多くの村民の皆様の御意見や御要望をお聞きし、村政に反映してまいりました。 

 しかしながら、４月16日に全国に緊急事態宣言が発令され、人との接触を８割減らすことが求め

られたことなどから、ブロック行政懇談会を始め、桜まつり、高山まつりなど村を代表するイベン

トの中止に加え、ＹＯＵ游ランド、蕨温泉ふれあいの湯、山田温泉大湯などの公共施設についても

休業するなど、新型コロナウイルス感染症感染防止のために最善の対策を講じて対処してきたとこ

ろであります。 

 今後の方針としましては、８月31日に開催した第４回新型コロナウイルス感染症高山村対策本部

会議において決定した開催基準に沿って、村主催のイベント・行事については、当面の間、原則自

粛または中止することとし、十分な警戒体制を取っているところであり、議員御指摘の会議等を開

催し、御意見を頂戴する機会がなかなか設定できず、村民の皆様には大変御不便をおかけしている

ところであります。 

 そこで、広報たかやま６月号には、郵送によるやり取りが可能な「きらめきぽすと」を合冊し、

御意見等の収集に努めさせていただきました。このことにより、大変多くの村民の皆様から行政に

対する御意見や御要望などをいただいており、各担当課において、できるだけ分かりやすく回答を

させていただいているところでございます。 

 したがいまして、新型コロナウイルス感染症感染防止を図るため、当面、行政懇談会等の実施は

難しい状況でありますので、今後も「きらめきぽすと」を活用していただくとともに、ある程度の

人数制限をさせていただく中で、気軽に村長室や出前いろり端会議を御利用いただくなど、村民の

皆様の御意見や御要望等をお聞きする機会の確保に積極的に努めてまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 次に、移住された方の御要望についてのお尋ねでありますが、村に限らず、各地区における会議

や行事につきましても延期または中止せざるを得ない状況が続いており、地域の活性化を図る上で
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も大きな影響が生じているものと認識しております。 

 そのような中、地域で様々な人が集い、語らうことができる場があることは、地域の活力を維持

するために非常に有益であると考えております。とりわけ、本村に移住された皆さんは、新しい環

境の中での生活に大変な御苦労をされていると思われますので、公民館活動の活性化や、多くの皆

さんがコミュニケーションを取ることができるよう、地域社会の構築につながる活動や事業に対し

て、村としてもいろいろな側面から支援させていただきたいと考えております。 

 また、私は少数意見につきましては、これまでも一つ一つ大切にしてまいりましたが、先ほど申

し上げました「きらめきぽすと」の活用などにより、今後ともしっかり村政に反映することができ

るよう、職員とともに取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況にもよりますが、会議等の開催ができない状況下に

おきましては、郵便やＳＮＳなど非接触型の媒体を活用するとともに、区長会などにより村民の皆

様からの御意見等をお聞きして、しっかりと村政に生かしてまいりたいと考えておりますので、御

理解賜りますようお願い申し上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西原澄夫議員。 

○３番（西原澄夫議員） 

 それでは、再質問をさせていただきます。 

 村長の今の答弁にもありましたように、村長も現場主義ということを考えておいでであります。

ぜひ長靴を履いて現場へ出向いていただいて、村民の意見をお聞きいただければいいんじゃないか

なというふうに思っております。ぜひお願いします。答弁お願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問ですが、現場主義ということですか。 

 先ほども申し上げましたように、現場主義は、議員も御存じのように、いわゆる私自身が現場へ

出て、いろいろとその状況を把握するということが主ではないと、このように思っております。そ

れはなぜかというと、いろいろな皆さんのお考えもありますし、いわゆる指示するほうと、そして

現場で働く人、その２つがあるわけですね。そして、ある意味、現場を担当される方が、いろいろ

な村政運営に対して、村民の皆様からの要望を聞きながら、その業務をするということの中で、私

が思っていることと現場を担当している方の意見は当然違いがあるわけです。 

 結果として、一番通るのは、私の意見のほうが通るというふうな一般観念もありますけれども、

実際には現場で働いている人のほうが正しいんだと、こういうふうに言われておりますので、そう

いった意味で、職員が自分の担当する業務について、村民の皆様にゆっくりと耳を傾け、そして、
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それを自分の中で選択し、そして、どのようにしたらいいか、こういったことが一番、現場主義と

いうことでは、村民の皆さんの要望に応えることができると、このように考えていますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西原澄夫議員。 

○３番（西原澄夫議員） 

 もちろん、村長のお気持ちは十分理解しているつもりですけれども、会議等でお呼びがかかれば、

村長はどこでもお出かけになっているというふうに私は聞いております。ぜひ、たまにはという話

もないですけれども、ぜひまた現場へも足を向けていただければというふうに思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 次の質問に入ります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 西原議員に申し上げます。 

 ここで、しばらく休憩します。これより本休憩とします。 

 会議は午後１時から再開いたします。 

午前11時48分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後１時00分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────３番 西原澄夫議員。 

○３番（西原澄夫議員） 

 それでは、午前中に引き続きまして、質問をさせていただきます。 

 次の質問に入ります。 

 コロナ禍の中で、高齢者等が避難しやすい避難場所について質問をいたします。 

 ３密を避けるため、指定避難所の増設を考えていると聞いているが、現在の状況はいかがなもの

か。 

 次、土砂災害警戒区域等に住まわれている高齢者等が避難される場合は、地域の公会堂と、土砂

災害警戒区域外で畳の部屋などがある施設が望ましいと考えているが、いかがなものか。 

 次、避難所の開設に当たっては、村の職員や消防団員等で足りないところは、地域の皆さん、区

の役員等などにお願いすると聞いているが、いかがなものか伺います。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員） 
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─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 コロナ禍の中で、高齢者等が避難しやすい避難所についてお答えいたします。 

 今年５月に県が示した「改定長野県避難所運営マニュアル策定指針」によりますと、避難所の中

では、世帯ごとの間隔を２ｍ空け、３密にならないよう工夫することとされており、この基準に基

づき避難所の収容人数を算出しますと、各避難所ともに、これまでの半分の人数しか収容できない

ため、施設ごとに収容可能人数を大幅に見直さなければならないこととなります。 

 現在、村の指定避難所につきましては、学校施設や社会体育施設、地域の公会堂など15施設を指

定させていただいておりますが、このうち、土砂災害警戒区域外にある指定避難所は９施設で、仮

に大雨により避難していただく場合、15施設全てが使用できるわけではありませんので、避難でき

る施設が限定され、避難者数も限られてしまいます。 

 このため、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図り、安全・安心な避難所運営を行うために

は、新たな避難所の確保が急務となってまいります。 

 そこで、避難所の増設についてのお尋ねでありますが、県の指針に基づき、避難所で３密を避け

るための措置を講じた場合、現在の指定避難所にどれだけの避難者を受け入れることができるのか、

収容可能人数の把握とともに、学校施設などは教育委員会との調整が必要になりますが、災害の状

況に応じては、小中学校の空き教室や特別教室などの利用も含め、現状の避難施設の最大収容人数

を算出した上で、想定される避難者数が最大収容人数を上回る場合は、避難所の増設が必要になる

ものと思われます。 

 このため、去る８月30日に開催した村総合防災訓練において、各避難所運営の設営に当たり、段

ボールによる間仕切りや避難者が使用するテントなどを組み立て、新しい基準による最大収容人数

を算出するなど、今後、訓練の検証を行う中で、避難所の増設も含め、早急に方向性を出してまい

りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、高齢者等の避難所は畳のある地域の公会堂などが望ましいとの御提言でありますが、高齢

者や障がい者の皆さんのほか、乳児を抱えるお母さんや妊婦さんなどは、大勢の避難者が集まる体

育館などの指定避難所では、様々な心配や不安があるかと思います。 

 そのようなことから、村では、ただいま申し上げました方などを対象に、福祉避難所の設置につ

いて検討しておりますが、限られた施設の中で一度に大勢の皆さんを受け入れることは難しい課題

もございます。 

 そこで、高齢者等の皆さんの避難に当たっては、あらかじめ早い段階で、避難準備・高齢者等避

難開始の情報を発令し、指定避難所への避難にとらわれることなく、近くの知人や親戚などへの分

散避難も有効な手段の１つでありますことから、それぞれ自分に合った避難方法を検討していただ

くとともに、議員お話の安全な地域にある地区公会堂等に一時避難をしていただくなど、早めに安



－49－ 

全な場所に避難していただくことが最も大切なことであると考えております。 

 そうした中で、須坂建設事務所では、近年の大雨などの状況から、想定最大規模の降雨による浸

水想定区域の見直し作業を進められており、この見直しによって、土砂災害警戒区域の浸水想定範

囲の修正などにも影響することなどから、県と連携を図る中で、最新の土砂災害警戒区域の範囲を

再確認するとともに、過去にあった村内の災害発生状況なども可能な限り情報収集し、安全な地域

にある公会堂の一時避難所の指定などについて、地区の御理解をいただきながら、検討してまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、避難所の開設を地域の皆さんにお願いすることについてでありますが、長野県内では、平

成28年に飯田市が「避難所開設・運営マニュアル」を策定いたしましたが、このマニュアルに記載

されている一端を申し上げますと、飯田市では、「災害時、一人でも多くの命を救うため、できる

だけ早く行動し、避難所を開設する必要があります。しかし、市役所には、市域全体の応急対策を

進める責務があります。また、職員も被災者になるかもしれません。したがって、災害発生直後、

行政がすぐに駆け付け、避難所を開設することは、困難が予想されます。「自らの身の安全は自ら

が守る」、「自らの地域は自らが守る」という考えを基本とし、地域住民自身の「自助」と地域の

「共助」により、避難所を開設します。」と定めております。 

 このように、飯田市では数年前から、自主防災会や地域住民が役割分担して、避難所運営を行う

こととしておりますが、このような動きは全国の自治体にも広がりを見せております。 

 自然災害には、台風などによる風水害や地震、豪雪、火山災害など様々な災害があり、それぞれ

に応急対応が変わってまいりますが、特に大規模地震災害時においては、職員も被災している可能

性が高いことから、災害対策本部に集まってくる職員だけで対応せざるを得ない状況も十分考えら

れます。このため、飯田市と同様に、本村におきましても、地域の皆さんの御協力がなければ、避

難所などの災害対応に取り組むことが困難であります。 

 特に、昨年の台風第19号の際は、非常配備の中で全職員が参集し、避難所の設営等を行いました

が、一度に６カ所の避難所運営を行うことは、なかなか困難を極める場面もあり、訓練どおりに事

が進まず、検証の際も多々反省点があったかと思っております。 

 このような教訓を踏まえ、去る８月30日の総合防災訓練におきましては、今回、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止の観点から規模を縮小するとともに、避難所運営等を中心に、各地区の役員さ

んとともに、避難所の設営に関する訓練をしていただきました。 

 そのような中で、現時点において、本村の避難所の運営に関するマニュアルの見直しは完了して

おりませんが、有事の際は今後とも、各地区の自主防災会や地域の皆様の御理解と御協力をいだた

きながら、避難所の運営に当たってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西原澄夫議員。 
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○３番（西原澄夫議員） 

 昨年の台風19号のときに、それぞれ指定避難所へ、私も避難したわけでございますけれども、本

当に避難しなくてはならないお年寄りとか、体の不自由な方とかは、なかなか指定避難所に避難で

きない。元気な方は避難できるんですけれども、そういう方はなかなか避難できないという現状を

考えれば、できるだけ近くに、一時避難所でも結構ですけれども、指定していただいて、避難でき

るようなマニュアルの策定をぜひ早急にお願いしたいというふうに思います。また、昨日も台風10

号、その前に９号というような台風がございました。海水温が非常に高いというようなことで、な

かなか台風の勢力が落ちないまま上陸するというような状況が続いております。たまたま今回は面

白い形で、朝鮮半島のほうへ抜けましたけれども、あれがまた、いつもように日本海へ行ったり、

直接こっちのほうへ上陸したりというようなことが、これからもあろうと思いますので、ぜひマニ

ュアルの策定、急いでいただきたいと、このように思いますので、よろしく御答弁のほうお願いし

ます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 今お話がありましたように、高齢者等の皆さんの避難に当たりましては、本当に、あらかじめ早

い段階で、こちらのほうでも、災害対策本部のほうでも避難準備情報、こういったものを発令をさ

せていただきまして、指定避難所にとらわれずということで、早めに避難をしていただきたいなと

思っております。 

 先ほど申し上げましたように、近くの知人宅でありますとか親戚などへの分散避難というのも非

常に有効であります。そして、御提案がありますように、地区の公会堂ということも非常に有効な

手段であると思います。早めの安全な場所にということが何よりも大事かと思っておりますので、

地域の皆さんが指定避難所だけにこだわって、避難が遅れるということがあってはならないと思っ

ております。したがいまして、今後、地区の安全な公会堂の一時避難所の指定についても、早急に

検討してまいりたいと思っております。 

 そして、今お話がありましたように、マニュアルの策定、このマニュアルというのは、私たちの

指針にもなりますし、地域の皆さんにお願いしていく１つの目安にもなってまいりますので、こち

らにつきましても、できるだけ早めに見直しの完了を進められるように対応してまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西原澄夫議員。 

○３番（西原澄夫議員） 

 コロナ禍にあっては、職員の皆さんも大変だというふうに思いますけれども、ぜひ早急な策定を
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お願いしたいというふうに思います。 

 次の質問に入ります。 

 （仮称）千曲大橋について質問をいたします。 

 私もあまり詳しくはなくて、この間、期成同盟会の総会がありましたので、そこへ出席した折に、

詳しいといいますか、初めてでもありませんけれども、したわけでございますけれども、それでは

質問をいたします。 

 村は、新たな橋梁、（仮称）千曲大橋建設に向けて、どのようなお考えをお持ちかお伺いします。 

 次、新たな橋梁は、高山村にとって大変有効な橋だというふうに考えています。しかしながら、

私も含めて村民の認知度が低く、関心をお持ちの方がほとんどいらっしゃらないと感じています。

今後、村民の意識を高める方策はどのようにしていけばいいのか、お伺いしたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 （仮称）千曲大橋についてお答えいたします。 

 昭和51年に、高山村を含む長野市、須坂市及び小布施町の４市町村では、長野市長沼地区と須坂

市豊洲地区を結ぶ（仮称）千曲大橋建設の早期実現を図り、高速交通体系の長野都市圏と北信地域

市町村圏を結ぶ広域幹線道路及び観光ルートとして確立し、両都市圏の産業文化の発展と住民福祉

の増進に資することを目的に、千曲大橋県道建設促進期成同盟会を設立いたしました。 

 本同盟会では、これまで44年の長きにわたり、本路線の整備促進に向けて要望活動を重ね、既に

本年度も去る７月30日に同盟会総会を開催し、関係する国会議員や県議会議員及び長野県関係者に、

建設の促進に向けた要望書を提出したところであります。 

 そこで、（仮称）千曲大橋の建設に向けた村の考え方についてでございますが、近年、東日本大

震災や長野県北部地震でも明らかなように、災害時は一刻も早く救助活動や緊急物資の輸送を図る

ため、避難路としての道路や橋梁の確保を図ることが重要であると考えております。 

 しかしながら、現在、千曲川を挟んで長野市と須坂市、小布施町、高山村を結ぶ橋は村山橋と小

布施橋で、この橋梁間隔は、近隣の橋梁間隔に比べ２倍以上の5.5㎞となっており、緊急時には大

きな不安要素を抱えております。このため、橋梁間隔が他と比べ２倍以上ある村山橋と小布施橋の

間に、災害時の避難路としての橋梁の確保は大変重要と考えております。 

 また、新たな橋梁の整備により、村山橋や小布施橋の交通が分散され、ピーク時や冬期間の交通

渋滞が緩和されるとともに、長野市とのアクセス時間が短縮されるため、本村の村民の皆様にとっ

ても、日常生活の上で利便性が図られるものと考えています。 

 次に、（仮称）千曲大橋の建設に向けて、村民意識を高める方策についてでございますが、本同

盟会では、関係市町村の住民への啓発活動として、千曲大橋の必要性などが記載されたリーフレッ
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トを作成し、役場や保健福祉総合センターの目にしやすい窓口において周知させていただいており

ますほか、国会議員や長野県への要望活動については、あらかじめ報道機関へプレスリリースして、

その状況を取材していただき、新聞やケーブルテレビなどで報道いただいております。 

 しかしながら、議員お話しのとおり、村民へのＰＲは決して十分とは言えませんので、本同盟会

とも歩調を合わせながら、可能であれば、村独自でリーフレットを増刷して全戸配布するなどして、

村民の皆さんに啓発してまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西原澄夫議員。 

○３番（西原澄夫議員） 

 再質問をさせていただきます。 

 先ほど申しましたように、高山村にとって千曲大橋というのは、その裏の道路、ずっと下ってい

きますと、旭ヶ丘を通って、小島町の信号を通って、そのまま真っすぐ行くと長沼へ出るわけでご

ざいますし、高山村にとって非常に使い勝手のいいといいますか、有効な橋だというふうに私は考

えておりますし、その橋ができることによって、村の観光も一皮むけるんじゃないかというような

感じもしております。 

 今、この期成同盟会の橋については、国や県はどのようなふうにお考えになっているのか分かり

ましたら、どの程度の認識なのか分かりましたら、お答えをいただきたいと思います。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────小渕建設水道課長。 

○建設水道課長（小渕義彦） 

 ただいまの御質問は、県や国の考え方というようなことで御質問を承りました。 

 現在、長年にわたりまして陳情活動をする中では、現在において、県道としては認定がされてい

ない中でございますので、県としては、今のところ、道路として地元からの要望を承っているだけ

で、県道とはなっておらないというのが状況でございます。 

 しかしながら、県といたしましても、須高管内と長野市のほうからの要望によりまして、何とか

前向きな形の中で進めようという形では考えてはいらっしゃるようですが、なかなか他の路線もあ

る関係もありましたので、難しい現状だというお話は聞いております。そのような状況でございま

す。 

 以上です。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西原澄夫議員。 

○３番（西原澄夫議員） 

 再々質問、村長にお願いをしたいというふうに思います。 
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 先ほども柴田議員の質問に、２期目に前向きだというようなお話を聞いておりました。ぜひ、村

民の皆さんに周知するためには、２期目の公約の１つにこれを入れていただければ、えらい村に広

がるんじゃないかという感じがしておりますけれども、もしよろしければお答えをいただきたい。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 千曲大橋の建設期成同盟会、これに村として率先して取り組んでいくんだと、こういうふうな公

約をしてくれと、こういうお話だと思いますが、今、課長のほうから話がありましたように、橋の

重要性というのは、いわゆる産業とか観光、そういうふうなのが１つの要素としてありますけれど

も、昨年の台風19号を経験して、いかに避難路としての重要性があるかということで、また危機管

理上、そういう橋の重要性の一端が確認されたというふうに思っております。 

 そして、議員御存じかと思いますけれども、昨年度からですか、今年からかですかね、異常気象

時には、気象庁と国交省で共同記者会見をされるというふうな国民への周知方法に変わってなりま

した。そして、気象庁からも各自治体に、そういう格好での連携のお話がありました。いざという

場合には、いろいろなホットラインをと、そういうことで。そして、さらに先日、長野国道事務所

から、新任挨拶ということで所長さんが見えました。 

 国道ですので、そういった意味では、本村には国道が通っておりません。しかし、目的とすれば、

いわゆる道路というのは、国道も県道もつながっているということで、ある意味、国と県とが連携

を強める必要があるというふうなことを申し上げていた。そして、国道事務所と首長とのホットラ

インも結ぶと、こういう方向に向かっておるようでございます。 

 そういった意味で、千曲大橋については、先ほど課長からもお話ししましたけれども、利便性、

あるいは危機管理上、非常に重要なことでありますので、これは地域とのことでありますので、ど

のような格好がいいのか、また公約に盛り込むのがいいのか、これからまた十分に検討してまいり

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西原澄夫議員。 

○３番（西原澄夫議員） 

 ありがとうございました。 

 もう一度、村を挙げて盛り上げていければというふうに思っておりますので、よろしくお願いし

ます。ありがとうございました。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で西原澄夫議員の質問を終わります。 

─────２番 湯本辰雄議員。 
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○２番（湯本辰雄議員） 

 それでは、通告に従いまして質問いたします。 

 初めに、高山村のりんご栽培の強化について質問します。 

 本村の重要作物であるりんごの高山共選所への出荷量は、10㎏ケース換算で平成20年では15万ケ

ースを超えていましたが、令和元年では10万1,000ケースでした。ここ数年は、およそ10万ケース

を前後しております。 

 新規就農者の参加もありますけれども、漸減傾向と言わなければなりません。以前から指摘され

ていますが、農家経営者の高齢化があります。さらに、最近は各企業での退職年齢の引上げのため、

跡継ぎ者の高年齢化があります。りんご産業は、重いものを持ち上げなければならないこともあり

ますので、厳しい作業となります。そのため、りんご栽培を縮小したり、中止する農家が出てきて

います。 

 最近、りんご栽培者の努力もあり、単価は若干上昇しておりますけれども、ぶどうなど他品種と

比べ、収入には大きな違いが出てきており、ぶどうなどの別の作物に改植されている方がいらっし

ゃいます。 

 そこで、質問します。 

 第１、本村のさわやかりんごブランドの維持・継続のためには、一定の生産量が必要です。代々

その家においてりんご栽培を行い、跡継ぎ者として企業などを退職後、りんご栽培を引き継がれる

方に有利な助成措置を構築していただきたいと思います。御答弁をお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 りんご生産者への助成の強化についてお答えいたします。 

 村では、本村の基幹産業であります農業の振興を図るため、これまで山村振興等農林漁業特別対

策事業や県営中山間総合整備事業など数々の補助制度を活用して、農道や用水路等の農業生産基盤

の整備を行って、生産性の向上を図ってまいりました。 

 さらに、消費者ニーズに対応した優良品種への改植に係る補助事業を始め、環境保全型農業やブ

ランド化の推進に対する補助を行うなど、長年にわたり村の重点施策の柱として、農業振興に取り

組んできたところであります。 

 その結果、りんごにつきましては、農家の卓越した栽培技術などとの相乗効果により、おいしい

果物の産地としての地位を確立し、県下でもトップクラスの価格で取引されるようになり、信州高

山さわやかりんごとして、高山村産りんごのブランド化が図られているところであります。 

 しかしながら、農業従事者の高齢化や農業所得の減少といった厳しい状況下の中で、りんご栽培

から他品目への転換をされる方が増加傾向にあり、りんごの栽培面積は年々減少傾向にあります。
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このため、ブランド化された村内産りんごを将来にわたって量・質ともに確保できるのか、大変危

惧されているところであります。 

 そこで、まず初めに、退職後にりんごを生産される皆さんへの助成についてのお尋ねであります

が、会社等を退職された後、農業に従事される、いわゆる定年帰農者の皆さんには、本村の農業を

維持・継続していただいておりますとともに、美しい農村風景を後世に残す重要な役割を担ってい

ただいており、大変貴重な皆さんであると認識しております。 

 しかしながら、定年帰農者のような年齢の高い皆さんへの助成制度につきましては、国や県の助

成制度を見ましても、若い農業者等の皆さんと比べて、十分とは言い難い状況にあると思っており

ます。 

 このため、村では、農業の中心的経営体として、５年後の経営規模や栽培する作物の構成、効率

的な生産方式の導入など、経営の合理化を図るための経営改善計画を策定した農業者を認定農業者

として認定しています。認定された農業者に対しましては、果樹栽培機械購入費や果樹共済掛金、

フクイハラコンポ購入費のほか、機械化資金の利子補給などの支援を行っております。 

 さらに、本年度から、りんごの苗木の購入経費に対する補助率を30％から50％に引き上げるとと

もに、りんごのわい化栽培のための棚資材の購入や設置工事に係る経費に対する補助率を10％から

20％に拡充するなど、りんご生産者に対する助成の強化を図ることといたしました。 

 したがいまして、定年帰農者の皆さんの中で、真剣にりんご栽培に取り組もうと考えられておら

れる皆さんは、積極的に認定農業者の認定を受けていただき、このような有利な支援制度を積極的

に御利用いただきたいと思っております。 

 今後は、ブランド化された高山村産りんごの生産量の減少に歯止めをかけるとともに、現在の出

荷量を確保していくことが最重要課題であると考えておりますので、引き続き、ＪＡ並びにＪＡり

んご部会の皆さんと連携を図りながら、りんごの生産者の確保とともに支援制度の充実に努めてま

いりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、農家の皆さんへの助成制度に関する広報についてでありますが、農家の皆さん向けの助成

制度につきましては、村の広報紙やＪＡの各部会を通じてのお知らせなどで周知させていただいて

おりますほか、認定農業者で組織する高山村認定農業者連絡協議会など各種団体の会議や、農家の

皆さんを対象とした農政関係制度説明会の場等で説明させていただいております。 

 しかしながら、今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から会議等が開催できませんので、

村の広報紙やホームページなどで周知させていただくほか、ケーブルテレビの活用についても検討

してまいりたいと考えております。 

 したがいまして、今後とも、より多くの農家の皆さんに支援制度を御理解いただけるよう、一層

の周知に努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 
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─────湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 ただいま答弁の中で、認定農業者制度について、毎年説明会などを行っているという答弁をいた

だきました。 

 しかし、私もそうなんですが、企業に勤めていたりしますと、例えば、広報たかやま等に記載さ

れているんだと思っておりますが、なかなか見る機会といいますか、見落としすることがあります。

そういうことで、特に今年度はコロナということで集まりもなかったということなんですが、そう

いう集まりがあるよという日程等について、別途にチラシなど、御案内のチラシなどを作っていた

だいて、全戸配布していただくというようなことも含めて、やはり引き続きその家にとって、りん

ご栽培等も含めてですが、跡を引き継いでいただく方々は本当に重要な皆さんですので、ぜひ広報

のほうを強化していただくことを要望したいと思いますが、お願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 再質問にお答えいたします。 

 認定農業者についての周知と、こういうことで周知の充実というふうに思っております。 

 湯本議員も、そういった点ではいろんな意味で、なかなか情報というものを皆さんに周知すると

きに、ただ１つの方法だけで周知したのでは、やっぱり漏れとか、そういうふうなものがあるので、

できれば多くの情報を数多く出すと、こういうこともあると思いますので、そういう点では、今の

御質問のとおり、それがどの程度できるか、また検討してまいって、なるべく多くの皆さんに周知

漏れのないような方法ができるか、また検討してまいりたいと、このように思っていますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 では、再々質問させていただきますが、りんご農家の出荷作業に多大な貢献をしている高山村り

んご共選所の存続問題についてお聞きしたいと思うんです。 

 機械の老朽化や出荷量が減少というようなことで、大型合併となったながの農協の方針では、そ

れこそ近々、以前の書類では、令和３年からというようなことが書いてあったと思いますが、それ

が須坂のフルーツセンターへの移管が計画されていました。 

 ところが、昨年の台風19号で須坂のフルーツセンターが被災というようなこともありまして、そ

の代替として大いに役立ったというふうに思っております。しかし、機械の老朽化は進み、そのた

め修理は毎年行われています。ただ、今後、大がかりな改修工事を行うとなれば、その工事費は結
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局、組合員の負担となり、今後、りんご栽培者の収入減となることが考えられます。 

 もう１つ、高山りんご共選所では直売を行っております。その売上げは、およそ１億円近くなっ

ております。そのため、今後は、村内６カ所のにぎわいの場構想の中で出てきてはおりませんけれ

ども、高山のりんご共選所を除くということはないのではないかというふうに私は思っております。 

 そこで、質問ですが、今後、高山りんご共選所の大規模な改修工事を行うことになった場合、村

として、その助成措置の予定、計画等はあるでしょうか、お聞きします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 湯本辰雄議員に申し上げます。 

 ただいまの質問は通告の範囲を超えていますので、注意いたします。会議規則、先例集を御理解

の上、質問してください。紳士的にひとつ、よろしくお願いいたします。機関が農協の関係になっ

ちゃいますので、御了承ください。 

 答弁はいいですか、できますか。 

（「ぜひお願いしたい」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 今、議長のほうから話がありましたように、私のほうから可能な限り答弁をさせていただきたい

と思います。 

 今言ったように、にぎわいの場の拠点としてどこになるかについては、まだ詳細はいろいろ検討

しなければいけないと思いますけれども、あれだけ村外の皆様に来ていただいている共選所のお客

様については非常に重要である、そして、そういったものを今後どのようにして生かしていくか、

これは大きな問題点であろうと思います。 

 ただし、ＪＡの方針で、高山共選所がどうなるのかについては、ひところお話は聞いていました

けれども、予定に比べてまだ若干遅れていると、こういうお話も聞いております。 

 だから、それに対して悠長にしているわけではありませんけれども、にぎわいの場構想検討委員

会の中でも、どのようにしてできるのか、またそれは、ＪＡとの連携を強める中で検討していかな

ければならないと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 ありがとうございました。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 国保税の減免について質問いたします。 
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 全国知事会は2014年に、国保に公費を１兆円投入することで、国保税を協会けんぽ並みの負担率

にすることを国に要求しています。国保の都道府県化が実施されました2018年７月にも国庫負担率

の引上げを求めていますし、同じく11月には、全国市長会も国庫負担割合の引上げを要求していま

す。 

 国保財政への公費負担は、国と都道府県で4.6兆円、これは国が75％、都道府県が25％というこ

とでありますが、これを国負担で１兆円増やせば、国保税を協会けんぽ並みに引き下げることがで

きるわけです。日本共産党は、一昨年11月に、公費を１兆円投入して国保税を協会けんぽ並みに引

き下げるという政策を発表し、その中で、戦前にありました人頭税と同様の均等割と平等割をなく

すことを提案しております。 

 さて、本村では、2014年におよそ25％の値上げをしました。そのため、１人当たりおよそ10万円

以上となり、県内の自治体としては高額負担の中に入っております。 

 そこで、質問します。 

 本年は新型コロナ感染症のため、子どもたちは全国一斉休校などで自宅で過ごす時間が多くなり、

自宅での食事代が加算となった御家庭が多いのではないでしょうか。子育て世帯への応援のため、

国保税の子どもの均等割の廃止を求めたいと思います。 

 答弁をお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 国保税の減免についてお答えいたします。 

 国民健康保険は、国民皆保険制度の中核を担い、地域医療の確保や地域住民の健康の保持・増進

に大変重要な役割を果たしております。近年、急速な高齢化の進行や医療の高度化、被保険者負担

の見直しなど、財政基盤等に係る構造的な問題を抱えるとともに、景気の低迷や比較的所得の少な

い方の加入割合が増加していることなどから、全国的に国民健康保険財政は厳しい状況となってお

ります。 

 こうしたことを背景に、国では平成27年５月に国民健康保険法を改正し、平成30年４月から都道

府県も市町村と同様に保険者に位置づけられ、県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営

や効率的な事業の確保等に中心的な役割を担うこととされました。 

 そうした中で、国民健康保険税の賦課方式につきましては、地方税法に基づき、市町村が条例で

規定し、課税することができることとされているため、本村では、国民健康保険事業に要する費用

を加入者の所得に応じた所得割と、資産に応じた資産割の応能負担及び加入世帯の構成人数に応じ

た均等割と、１世帯当たりの平等割の応益負担からなる４方式を採用し、加入世帯の世帯主に賦課

させていただいております。 
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 しかしながら、この保険料率につきましては、市町村間における医療費等に差異が生じているこ

となどから、市町村ごとに保険料率が異なっておりますので、長野県では2027年４月をめどに、県

下統一した保険料率により、安定的な財政運営を図ることとしております。 

 こうした状況を踏まえ、今後、村では県下統一の保険料率に向けて、村の課税方式についての見

直しを検討していく必要があると思われますが、当面は現時点での４方式を採用し、このうち均等

割と平等割については、所得の低い皆さんに配慮した上で、引き続き、総所得金額等の合算額に応

じて７割、５割、２割を減額するなど、加入世帯の負担軽減を図ってまいりたいと考えております。 

 そこで、国保税における子どもの均等割の減免についてのお尋ねでございますが、本年９月１日

時点における本村の国民健康保険の加入状況を見ますと、加入世帯数は999世帯で、被保険者数は

1,692人でございます。このうち、18歳以下の被保険者がいる世帯は65世帯で、被保険者数は加入

者全体の7.3％に当たる123人でございます。 

 そこで、議員御提案の18歳以下の123人を対象に、均等割を全額免除した場合の試算をしますと、

18歳以下の被保険者は介護分が均等割の対象から除かれますので、１人当たりの年間均等割額２万

7,500円に対象となる123人を乗じますと、総額で338万円余りの影響額となります。そうした中で、

議員お話しのとおり、全国知事会では、医療保険制度間の公平と今後の医療費の増嵩に耐え得る財

政基盤の確立を図るため、子どもに係る均等割保険料軽減措置の導入について、既に国に対して要

望されています。 

 さらに、本年６月４日に開催された全国知事会議では、令和３年度、国の施策並びに予算に関す

る提案・要望の中で、子育て支援の観点から、子どもに係る均等割保険料率軽減措置の導入につい

て、国の責任と負担による見直しの結論を速やかに出すとともに、今後の医療費の増嵩に耐え得る

財政基盤の確立を図るため、国定率負担の引上げなど、様々な財政支援の方策を講じるよう要望す

ることとされております。 

 このため、村といたしましては、大変厳しい国民健康保険財政運営の中で、村独自で18歳以下の

被保険者の均等割額を減免することは大変難しいものと考えておりますことから、今後、全国知事

会の要望に対する国の動向に注視してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 ありがとうございました。 

 なかなか厳しい、村財政としては厳しいところがあるだろうというふうに思います。ぜひ国のほ

うへも、各市町村と合わせて要望を強めていただくようにお願いして、ぜひ子育ての支援になるよ

うな施策を取っていただきたいと思います。 



－60－ 

 それでは、次の質問に移り…… 

○議 長（松本 茂議員） 

 湯本議員に申し上げます。 

 ここでしばらく休憩いたします。水分補給をしてください。 

 会議は午後２時５分から再開します。 

 よろしくお願いします。 

午後１時52分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時12分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

─────２番 湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 それでは、質問させていただきます。 

 山田牧場への新施設建設について質問します。 

 前回の６月議会以降、山田牧場への新施設建設について、村民から様々な意見が寄せられ、また、

山田牧場地域の何人かの皆さんに声を聞きました。 

 例えば、建設予定地には貴重な山野草の生息があり、その保存を求めるという声がありました。

足湯に浸りながら星を眺めるには、宿泊施設の照明のため、星が見えにくいのではないか。冬の足

湯の利用者はあるでしょうか。山田牧場の事業者の日中は飲食と売店が中心になります。そこに飲

食を伴う施設を建設となると、売上げを奪い合うことにならないか。また、そのような状況で、新

施設の人件費などの事業経費を賄うことはできるのか等がありました。 

 ６月には管理運営委託業者の決定を目指しましたが、候補者ということとなりました。その方の

計画では、牧場の皆さんの合意を得なければできないということのように聞いております。今後、

植栽などの調査がされるようですが、もうしばらく時間はかかるものと思います。 

 さらに、これからは新型コロナ感染症との共存期間が続きます。現在でも観光業者の経営は大変

厳しい中、みんなで協力しながら進めるという課題は、それぞれの業者に重い負担とならざるを得

ないのではないかと思います。 

 そこで、質問します。 

 牧場地域の皆さんの合意がないまま進めることはできませんし、新型コロナ感染症の推移を見て

からでも遅くはないと思いますので、山田牧場へのにぎわいの場づくりの新施設建設は白紙に戻し、

改めて検討されることを求めます。御答弁をお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 
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─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 山田牧場への新施設建設についてお答えいたします。 

 山田牧場にぎわいの場整備事業につきましては、先ほど畔上議員の御質問にもお答えいたしまし

たが、山田牧場は、放牧頭数やスキー利用客の減少とともに、宿泊事業者の廃業などにより、牧場

そのものの存続自体が極めて厳しい状況にあります。 

 こうした状況の中で、牧場区の皆さんには、山田牧場を再興するために並々ならぬ御尽力を賜り、

臨時総会や懇談会等を通じて、幾度となく話合いの機会を設けていただいており、昨年９月30日に

は、全区民の署名による、にぎわいの施設における山田牧場「星の見える温浴施設」の設置及び駐

車スペースの拡大に関する陳情書を村へ頂いております。 

 翌月10月３日には、村と同様の陳情書が議長さん宛てに提出され、議会全員協議会において、区

の役員さんから直接説明を受けたと伺っております。 

 そのようなことから、湯本議員から御指摘のありました本事業について、地元の皆さんの合意が

なされていないとのことでありますが、村ではこれまで、牧場区の皆さんが幾度となく協議を重ね

てこられ、その結果として全区民の皆さんが署名されて、陳情書という形で頂いておりますので、

本整備事業は、山田牧場区の皆さんの総意により、合意は十分得られているものと認識しておりま

す。 

 そうしたことから、村では、本年３月の議会定例会において令和２年度当初予算案を上程させて

いただき、中でも山田牧場にぎわいの場整備事業につきましては、交付税措置のある大変有利な辺

地対策事業債を活用して、本事業に必要な用地購入費や設計監理費、工事請負費や引湯負担金等、

約１億900万円余りを計上させていただき、原案どおり議決を賜ったところであります。 

 しかしながら、本年６月１日には、理学博士の加藤美幸さんが代表を務める奥山田野生植物研究

会の皆さんから、今回整備を計画している用地内に貴重な植物が自生しているため、植物の保護対

策を講じてほしいと、村内外324名の皆さんの署名を添えて要望書を頂いております。 

 このため、自然との共存は、志賀高原ユネスコエコパークへの全村登録や日本で最も美しい村連

合への加盟、さらには、高山村地球にやさしい環境基本条例を制定している村として、十分配慮し

なければならないものと真摯に受け止めたところであります。 

 そのようなことから、今回の整備に当たりましては、研究会の皆さんや地元牧場区の皆さんに御

理解をいただきながら事業を進めるとともに、新たに筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所の

津田准教授にも加わっていただき、牧場の景観や自然環境に十分配慮した上で対応してまいりたい

と考えております。 

 現在、山田牧場は今後の存続が危ぶまれている大変厳しい状況にありますが、本事業を通じて、

山田牧場区の皆さんや関係の皆さんとともに様々な問題に向き合い、解決を図りながら、高山村の
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宝である山田牧場を守り育ててまいりたいと考えておりますので、御理解賜りますようお願い申し

上げます。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 それでは、再質問させていただきます。 

 昨年の台風災害、台風19号から不通になっておりました県道豊野南志賀公園線が、ようやく今年

の８月下旬に開通しました。関係者の皆さんの御努力に感謝したいと思います。 

 山田牧場からは、その道路を通っていくと、笠岳登山ができます。周りの飯綱山や戸隠山を始め、

四方が望める絶景の山です。以前から学校の登山学習にも活用され、登山初心者の練習の場にもな

りました。そのため、信州百名山や日本三百名山にも選定されている山です。登山家やハイカーに

は魅力的な山です。 

 ところが、当地には、その案内看板はおろか、例えば村で作成する案内パンフレットや観光協会

のホームページにも、笠岳のことはあまり掲載されておりません。私は、笠岳の魅力についても

様々な場面で、さらにＰＲを強めていただくことを求めますが、いかがでしょうか。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 通告にない質問でございますが、お答えしたいと思います。 

 笠岳は山田牧場の観光の一端と、こういうふうに考えておりますので、にぎわいの場の検討の中

では、当然そういうことも入ってくると思いますので、またその中では検討してまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 再々質問になりますが、山田牧場の振興対策いろいろあると思います。例えば、今の笠岳の登山

というのも、学校登山の拡大というようなことも含めてあろうかというふうに思います。これから

も牧場地域の皆さんの声を取り上げて、ぜひ小さくても、それこそ効果的な施策を見つけていただ

いて、にぎわいの場構想の新設だけでなく、将来に禍根を残すような事業をされないようお願いし

まして、私の質問とさせていただきます。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で湯本辰雄議員の質問を終わります。 

─────４番 西條正純議員。 
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○４番（西條正純議員） 

 他人と共用する物品の新型コロナウイルス対策についてです。 

 新型コロナウイルスへの注意喚起として、長野県は独自の感染警戒レベルを６段階に設定してい

ます。平常時がレベル１で、感染者の発生が落ち着いている状態、レベル２は注意報で、感染が確

認されており注意が必要な状態、レベル３は警報で、感染の拡大に注意が必要な状態、レベル４が

特別警報で、感染が拡大しつつあり特に警戒が必要な状態、そして、レベル５の非常事態宣言、レ

ベル６の緊急事態宣言と上がっていきます。 

 高山村が属する長野広域圏は、８月24日にレベル３の警報に引き上げられました。また、上田圏

域では、８月28日からレベル４の特別警報が続いています。全国的なピークは過ぎたという情報も

ありますが、長野県ではその後に多数の感染者が出ており、とても油断ができません。 

 全世帯に配布された新型コロナウイルス感染症対策長野県民手帳には、新型コロナウイルスの説

明とともに、感染の防止について、新たな日常の勧めとして、３つの基本、３密の回避、３つの確

認を説いています。３つの基本は、身体的距離の確保、いわゆるソーシャルディスタンス、それと

マスクの着用、手洗いと手指の消毒、次の３密の回避は、密閉・密集・密接を避けること、最後の

３つの確認は、体温・体調・行動履歴の確認です。これらは個人の行動についての指針で、非常に

有効な対策と考えております。しかし、ここに示されていない他人と共用する物品への接触につい

ては、どのような対策が施されているのでしょうか。 

 通告に従い、この他人と共用する物品の新型コロナウイルス対策について質問いたします。 

 感染拡大防止の対策の１つとして、「他人と共用する物品や手が頻繁に触れる箇所を工夫して最

低限に」と説明されています。これは、全県民に配布された新型コロナウイルス感染症対策長野県

民手帳の13ページに掲載されています。 

 では、土足で入れない施設を訪問したときに利用するスリッパについて考察してみます。 

 各地で共用スリッパの利用を中止した事例が幾つも出ています。明石高専などの教育施設で共用

スリッパを撤去し、持参か売店で購入を求めています。宿泊業では、全国旅館ホテル生活衛生同業

組合連合会、日本旅館協会、全日本シティホテル連盟の宿泊施設における新型コロナウイルス対策

ガイドライン第１版で、使用アメニティーは廃棄、館内用スリッパは使い捨てに変える、または消

毒を徹底としています。共用スリッパを撤去できない施設では、使用する都度の消毒を徹底するこ

とを打ち出しています。 

 高山村の公共施設では、役場庁舎、チャオルや公民館、学校や保育園など、外履きからスリッパ

に履き替える施設が多く、共用スリッパが多数用意されています。この共用スリッパについて、５

つの質問をします。 

 １つ、共用スリッパの消毒・除菌はどのようなタイミングで行っているのか、また、現在の対応

で十分か。日に数回、全てのスリッパを消毒するには手間と時間がかかるが、できているのか。 
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 ２、施設によって使い捨てスリッパを提供することは可能か。費用はかかるが、公共施設で使い

捨てスリッパを使えるところはあるか。 

 ３、共用スリッパを消毒済みスリッパと使用後スリッパに明確に分け、来訪者には消毒スリッパ

を提供し、使用後は専用の箱に回収できないか。公共施設のスリッパは各自が棚から出して、使用

後は棚に戻すことが多いと思います。これでは、訪問者にとって、どれが消毒されたスリッパであ

るか分かりません。また、管理者は消毒すべきスリッパが分かりません。消毒済みと使用後を分け

ることで改善できると考えます。 

 ４、上履きが必要な施設では、共用スリッパよりもマイスリッパを使うのがよりよい対策と思わ

れます。マイスリッパ持参を広報や放送など各種メディアで呼びかけてはどうか。特に学校や保育

園では、保護者への連絡網がしっかりしているので、マイスリッパの持参の呼びかけでたくさんの

方が応じていただけるのではないか。 

 ５、屋内トイレのスリッパ履き替えには問題があります。トイレにそのままいつものスリッパで

入るより、履き替えてスリッパやサンダルを共用するほうが感染のリスクが高くなる可能性がある

という意見もあるほどです。対策として、靴のまま履くことができるスリッパをトイレに設置する

ことが解決に結びつくと考えます。靴よりも大きい特大のスリッパです。このようなスリッパは、

シューズそのままスリッパなどの商品名で販売されており、履き替えをせずトイレに出入りするこ

とで、感染拡大のリスクを減らせます。 

 また、このシューズそのままスリッパは、災害における避難所でのトイレ対策にも効果が大きい

と考えます。高校施設の屋内トイレにシューズそのままスリッパを配備できないか。 

 以上、質問します。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 他人と共用する物品の新型コロナウイルス対策についてお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症は、国が５月25日に緊急事態宣言を解除した後、一旦は落ち着きを見

せていた新規感染者が、６月以降、再び東京都を中心に増加傾向となり、都市部から地方にかけて

全国的に感染が拡大するなど、依然、終息の兆しが見えない中で、長野県内におきましても感染者

数の急増が続いております。 

 新型コロナウイルス感染症長野県対策本部が発表した県内における８月21日から27日までの直近

１週間の新規感染者数は56人で、人口10万人当たりでは2.74人と2.5人を超えました。 

 この値は、長野県新型コロナウイルス感染症感染警戒レベルにおける全県または一部圏域を警戒

レベル４に引き上げる目安となる基準で、現在、長野県域の警戒レベルは３でありますが、感染が

拡大し、特に警戒が必要な状況と認められる上田圏域は、感染警戒レベルを３から４に引き上げ、
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新型コロナウイルス特別警報が発出されたところであります。 

 このようなことから、県では感染症対策をさらに強化し、感染の拡大防止を図ることとして、本

村におきましても、長野県が定める基本的対処方針やロードマップに準じて、新しい生活様式の徹

底や３密の回避、マスクの着用や小まめな手洗い、毎日の健康チェックなど、基本的な感染防止対

策を呼びかけているところでございます。 

 また、議員お話しのとおり、県では新型コロナウイルス感染症対策を分かりやすくまとめた長野

県民手帳を作成し、過日、村を通して全世帯に配布させていただきました。村民の皆さんには、ウ

イルスの存在を意識しながら日常生活を送っていただきますよう、ぜひとも長野県民手帳の御活用

をお願いしたいと思っております。 

 そこで、１点目の共用スリッパの消毒・除菌についてのお尋ねでございますが、村では、新型コ

ロナウイルス感染症高山村対策本部で決定した高山村職員における感染防止対策等の徹底に基づき、

役場庁舎などの窓口カウンターや事務室への飛沫感染防止のため、アクリル板やカウンターなどは

小まめに消毒するとともに、ドアノブ、電気スイッチ、手すり、エレベーターのボタン、ごみ箱、

電話機、共有のテーブル、椅子などの共用設備については頻繁に洗浄・消毒を行うこととし、職員

が小まめな消毒等に心がけており、特に会議の後の机や椅子などは入念に消毒を行っております。 

 一方、公民館では、スリッパを消毒済みと使用済みに分けて、閉館後に使用済みのスリッパを消

毒しておりますが、役場や保健福祉総合センターの共用スリッパにつきましては、今のところ、夕

方に一度消毒作業を行っておりますが、十分とは言い難い状況にありますことから、今後さらに消

毒回数を増やすなどして、感染症対策に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の使い捨てスリッパの提供についてでございますが、他人と共用する物品が頻回に

触れることを極力減らすためには、議員御提案のように、スリッパを使い捨てにすることが有効な

手段の１つであると考えられます。 

 しかしながら、公共施設において、仮にスリッパを使い捨てにする場合、日々使用されるスリッ

パの使用頻度や、どの程度の費用を要するかなど、いろいろと検討すべき課題があり、現時点では

購入するための予算措置を行っておりませんので、使い捨てスリッパを購入することはできません

が、今後、他の方策等も含めて検討してまいりたいと考えております。 

 次に、３点目のスリッパを消毒済みと使用済みに分けて提供することについてでございますが、

現在、村の公民館では、不特定多数の方が利用されることに鑑み、８月下旬から試験的に消毒済み

スリッパと使用済みスリッパを別々の箱に入れ、閉館後に使用済みのスリッパを消毒しております

が、今後、本格実施に向けて、利用される皆さんの声をお聞きするなどして、不都合な点は改善し

ながら感染防止対策に努めてまいりたいと考えております。 

 したがいまして、議員御提案のスリッパを使い分けすることは、感染症対策として大変有効であ

ると考えられますので、他の公共施設についても早急に検討してまいりたいと考えております。 
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 次に、４点目のマイスリッパ持参の呼びかけについてでございますが、公共施設の利用に際し、

自分の上履きやスリッパをお持ちいただくことは、感染症対策の面からも有効かつ合理的なことで

あると考えられます。 

 したがいまして、公共施設を利用される皆さんの御理解と御協力をいただきながら、マイスリッ

パを持参していただけるよう、広報紙や情報無線などで周知に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、５点目の公共施設のトイレに靴のまま使えるスリッパの配備についてでございますが、本

村の公共施設では、トイレの衛生面に配慮して、上履きからトイレ専用サンダルに履き替えて御利

用いただくこととしておりますが、便器からの水の飛散や床面などから発生する菌によって感染な

どが懸念されるため、その対策が必要になってまいります。 

 そこで、議員お話しのように、屋内であっても上履きのまま施設を利用し、そのままトイレに入

ることができるシューズそのままスリッパなどの活用を図ることで、履き替える手間が省け、不特

定多数の方が利用することによる感染リスクが軽減できる効果があるものと思われます。 

 しかしながら、近年、近隣の自治体を含め、ほとんどの自治体では、土足のまま公共施設への入

室が一般的となっており、高齢化が進む中で、スリッパを着用することによるつまずきや転倒のお

それがあること、さらには、新型コロナウイルス感染症対策の新しい生活様式に対応しなければな

らないことなどを総合的に考えますと、本村におきましても、他の自治体と同様に、公共施設を土

足のまま利用することについて、様々な課題を整理した上で、実施に向けて検討してまいりたいと

考えております。 

 したがいまして、議員御提案の靴のまま履き替えをしないでトイレが利用できるシューズそのま

まスリッパなどの配備につきましては、公共施設の土足の在り方の中で検討させていただきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西條正純議員。 

○４番（西條正純議員） 

 再質問をいたします。 

 公民館のほうでスリッパを消毒済みと使用後に分けていることは、私もすみません、存じなくて。

そういうことが始まっているということなもので、ぜひともそういうものをほかの施設にも広げて

いっていただきたいと思います。 

 それから、マイスリッパも、これもより強い呼びかけでお願いいたします。 

 それから、シューズそのままスリッパ、大きいスリッパについてなんですが、これ確かに、今の

答弁にありましたように、施設が土足化されればそのままでよろしいんですけれども、それがいつ

頃になるのかということもございますので、そんなにすごい費用もかからないとも思いますので、

取りあえずシューズそのままスリッパというのを試験的に導入、それから、例えばこの後、総合防
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災訓練では使わなかったでしょうけれども、避難所でのやっぱりトイレということも考えますと、

こういうものが用意されていると、いざというときの避難所で非常に有用に使えるんじゃないかな。

だから、今用意しておいても無駄にはならないのではないか。避難所の運営のときにそのまま回し

て使えるという形になりますので、土足化までの、これが土足化がいつになるか分かりませんので、

それがすぐ、１週間後、１カ月後にできるというなら無駄買いになってしまうかもしれませんが、

もうちょっとかかるというならば、今コロナがこれだけ猛威を振るっているこの時期に、取りあえ

ずシューズそのままスリッパというのを導入してもよろしいんじゃないかなという考えもあります

が、いかがでしょう。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 それでは、お答えいたします。 

 現在、公民館では、既に使用済みと、それから未使用のものと分けて対応させていただいており

ますけれども、できるだけ他の施設の、そういったスリッパの対応についても、統一的な形の中で

進めてまいりたいなと、早急に検討したいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 それから、マイスリッパもお持ちいただけるようにということで周知に努めてまいりたいと、先

ほど御答弁申し上げたとおりでございますが、これは大変有効な手段でございます。それぞれの皆

さんが御自分のものをお持ちいただくということは、非常に感染症対策とすれば、優れた効果が得

られるのではないかなと思っておりますので、これもしっかりと周知をしてまいりたいと思ってお

ります。 

 それから、商品名シューズそのままスリッパということでありますけれども、１つお話がありま

した避難所、こういったところでは、これから避難をされる皆さんには、いろいろな必要なものが

おありかと思います。事前に準備をする中で、それぞれ必要なものはできるだけ持って避難所に向

かっていただきたいというようなことを周知していくべきだと考えておりますが、例えば水である

とかお薬であるとか、寒いときには服を１枚余計に着ていただくとか、いろいろとそれぞれの皆さ

んが持参すべきもの、対応を取るべきものというのはたくさんあろうかと思いますが、その中に、

避難所の多くは体育館というようなところもありますので、上履きを持っていっていただきたいと

いうようなことも周知に努めてまいりたいと思いますし、避難所ということの中では、使い捨てス

リッパでありますとかシューズそのままスリッパ、試験的にというお話もありましたが、総合的に

検討させていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────西條正純議員。 

○４番（西條正純議員） 



－68－ 

 ぜひともちょっと前向きで、シューズそのままスリッパを検討してみていただけると、試験的な

導入をお願いしたいと思います。 

 再々質問になります。 

 今、足元のスリッパについて質問いたしましたが、やっぱりすみません、この質問の通告をして

から、やはり手元について、ちょっと疑問が出てきたものですから、通告にない中で、できる限り

のお答えをお願いしたいと思いますが、ハンドマイクについてなんですよ。やはりこれも共用する

ものなんですが、各種の会議や会合において、ハンドマイクの使い回しがあるわけなんですね。 

 これは高山村の外でのことですけれども、質問者にハンドマイクが渡されたんです。その質問者

は、それまでつけていたマスクをわざわざ外してしゃべり始めたんです。発言するときにマスクを

しているからこそ効果があるのですけれども、そこでマスクを外してしまっては意味がないんです。

それで、次の発言者が私だったんです。これはもう丁重に、そのハンドマイクの使用を辞退いたし

まして、大きめの声で発言した次第ですが、後ほど、そのハンドマイクを運ぶ係に聞いてみますと、

私の前の方がマスクを外したのを分かっていたと回答したんですね。だけれども、何の処置もせず

に私にハンドマイクを回してきたので、このような対応は大変困ったわけなんです。 

 ですから、村もいろんな会議とか会合ございますけれども、ハンドマイクについてもそれなりの

考え方と対応をしていただいて、極力ハンドマイクを使わないように、ハンドマイクを使わずに済

ます会議であってほしい。それから、ハンドマイクが必要なときは、例えばペーパーおしぼり等を

用意しておいて、使う人はそこにペーパータオルを広げて、その上にマイクを置いてもらうとか、

例えばそのような対策とか、そのようなことをしていただきたいという、そういう思いもございま

すけれども、ちょっと回答できる範囲でいいですので、お答えお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────宮本総務課長。 

○総務課長（宮本孝雄） 

 各種の会議でありますとか会合におけるハンドマイクの新型コロナウイルス対策についてという

ことでの再質問でございますが、いろいろと御提案をいただきまして、ありがとうございます。 

 新型コロナウイルス感染症対策といたしますと、３密を避けることが重要でございまして、村で

は会議室の利用、こういったものを人数制限を定めております。それから、会議をする際は今まで

よりも席の間隔を空けましょうというようにしてきておりますので、その結果として、これまでよ

りも広い会議室を利用するようになってきているということになります。そうしますと、広い部屋

になりますのでマイクを使う、そういった頻度が増加することと思われます。 

 そのようなことから、会議の出席者がハンドマイクを次々に使用することについては、これまで

のところ、特別の対策は講じてまいりませんでしたけれども、お話のとおり、今後は統一した感染

症対策を取らなければならないものと考えております。 
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 したがいまして、ハンドマイクの使用を避けてスタンドマイク、そういったものの利用にしてい

くのか、あるいは御提案のマイクに直接触れないように受け取るなどの工夫をしていくのか、これ

も早急に検討させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○４番（西條正純議員） 

 ありがとうございました。終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 以上で西條正純議員の質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 お疲れさまでした。 

午後２時49分  散 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

          令和２年９月８日 

                 高山村議会議長  松 本   茂 

 

                 署 名 議 員  畔 上 孝 一 

 

                 署 名 議 員  水 谷   清 

 

                 署 名 議 員  柴 田 弘 男 
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令和２年第４回高山村議会９月定例会会議録（第３号） 

 

令和２年９月18日（金曜日） 

                                  

    議 事 日 程 

日程第１ 議案第41号 高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める 

           条例の一部を改正する条例 

日程第２ 議案第40号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する 

           条例 

日程第３ 議案第42号 高山村道路線の一部廃止について 

日程第４ 議案第43号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第４号） 

日程第５ 議案第44号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号） 

日程第６ 議案第45号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第７ 議案第46号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第８ 議案第47号 令和２年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第９ 議案第48号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第10 認定第１号 令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第11 認定第２号 令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第12 認定第３号 令和元年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第13 認定第４号 令和元年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第14 認定第５号 令和元年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第15 認定第６号 令和元年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第16 認定第７号 令和元年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第17 認定第８号 令和元年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第18 認定第９号 令和元年度高山村上水道事業会計歳入歳出決算の認定について 

追加日程第１ 発議第６号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し 

             地方税財源の確保を求める意見書 

日程第19 閉会中の継続審査の申出について 

日程第20 閉会中の継続調査の申出について 

日程第21 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    本日の会議に付議した事件 

１ 議案第40号～議案第48号 
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２ 認定第１号～議案第９号 

３ 発議第６号 

４ 閉会中の継続審査の申出について 

５ 閉会中の継続調査の申出について 

６ 議員派遣について 

──────────────────────────────────── 

    出 席 議 員（７名） 

１番 柴 田 弘 男 議員       ２番 湯 本 辰 雄 議員 

３番 西 原 澄 夫 議員       ４番 西 條 正 純 議員 

７番 畔 上 孝 一 議員       ９番 水 谷   清 議員 

11番 松 本   茂 議員 

──────────────────────────────────── 

    欠 席 議 員（３名） 

５番 酒 井 康 臣 議員       ６番 涌 井 仙一郎 議員 

10番 宮 川 登志一 議員 

──────────────────────────────────── 

    説明のため出席した者 

村 長 内 山 信 行  副 村 長 藤 沢 敏 和 

教 育 長 山 岸 深 志  総 務 課 長 宮 本 孝 雄 

村民生活課長 宮 川 裕 明  産業振興課長 柴 田   亨 

建設水道課長 小 渕 義 彦  
会 計 管 理 者

（ 会 計 室 長 ) 
西 原 一 美 

教 育 次 長 

(人権推進室長) 
涌 井 重 幸    

──────────────────────────────────── 

    事務局出席職員 

事 務 局 長 荒 井 孝 浩  書 記 川 口 里 名 

                                  

 

午後１時30分  開 議 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、本日の日程はお手元に配付しました印刷物のとおりです。 
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──────────────────────────────────── 

諸般の報告 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程に先立ち、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に、５番 酒井康臣議員が忌引のため、６番 涌井仙一郎議員が治療のため、10番 

宮川登志一議員が治療のため欠席する旨、届出がありましたので報告します。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第１ 議案第41号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第１ 議案第41号 高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め

る条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 議案第41号について委員長の報告を求めます。 

─────西條民生産建常任委員長。 

○民生産建常任委員長（西條正純議員） 

 ただいま議題となっております民生産建常任委員会に付託された議案第41号 高山村指定居宅介

護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の審査経過及び

結果について報告します。 

 委員会は９月15日午前11時より開催し、委員１名が欠席のもと、所管職員の出席を求め、委員外

議員の発言を許可し、慎重に審査いたしました。 

 議案第41号 高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一

部を改正する条例について、特段質疑はなく、討論を省略して採決の結果、全員賛成で可決すべき

ものと決定しました。 

 以上で本委員会に付託された議案１件の審査経過及び結果の報告を終わります。 

 議員各位におかれましては、適切な判断の上、御賛同賜りますようお願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから議案第41号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 
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 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第41号 高山村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例の一部を改正する条例を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第２ 議案第40号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第２ 議案第40号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例を議題とします。 

 総務文教常任委員会に付託中の議案第40号については、９月15日までに審査を終了するよう期限

をつけたのですが、期限が満了してもなお審査が終了しないので、会議規則第45条第３項の規定に

よって、会議で審議したいと思います。 

 これから議案第40号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第40号 高山村議会議員及び高山村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 
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 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第３ 議案第42号 

～  

日程第９ 議案第48号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第３ 議案第42号 高山村道路線の一部廃止についてから日程第９ 議案第48号 令和２年

度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号）までの７件を一括議題とします。 

 これから議案第42号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第42号 高山村道路線の一部廃止についてを採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第43号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

―――――２番 湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 それでは、質疑したいと思います。 

 令和２年度の一般会計補正予算について質疑します。４つお願いします。 

 第１、予算書の23ページ、款７、１項に商工振興費におきまして、新型コロナウイルス感染症地

域対策事業として、村内消費拡大クーポン券事業の負担金3,450万円が計上されています。今回の
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取り組みについて、スケジュールや取り組み方などの詳細をお尋ねします。 

 第２、現在進行中の3,000円クーポン券事業の中間総括を求めます。 

 使用済みの枚数とか村の現在の支給額、また取扱い使用者の数などをお願いしたいと思います。 

 第３、現行の3,000円のクーポン券は、配布後短期間に予定額を超えた使用者が発生し、そのた

め現在も残されている村民もいらっしゃるのではないかと思います。これから今後各使用者の最大

の使用数の変更などは検討されるのでしょうか。 

 第４、予算書の24ページ、７款１項３目、観光費のうちにぎわいの場創出事業で調査委託料66万

円が計上されております。植物の調査ということですが、今後どのような結果が出ましても、様々

な立場の皆さんの合意がなければ事業そのものは進めることはできませんので、新施設の建設は慎

重に進めていただきたいと思います。 

 以上、４点についてお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

─────内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 まず最初に、新型コロナウイルス感染症地域経済対策事業の村内消費拡大クーポン券事業につい

てお答えいたします。 

 この村内消費拡大クーポン券事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大により影響

を受けた村内事業者に対し、村民の皆さんによる消費活動により、村内経済が回るようにしていく

ための事業であり、この９月議会に第２弾のクーポン券事業として、村民１人当たり5,000円相当

のクーポン券を発行するもので、3,450万円の予算を計上しております。 

 そこで今後のスケジュールにつきましては、現在実施しております第１弾のクーポン券事業が10

月末までで、商工会で実施しております20％のプレミアム付商品券事業が、来年の１月25日まで行

われております。この経済対策は切れ目のない事業で村内消費を喚起していくために、商工会の商

品券事業が終了する１月下旬以降から第２弾のクーポン券事業を開始したいと考えています。 

 なお、新型コロナウイルス感染症も今後第３波などの襲来等も想定され、再び移動制限などの自

粛が求められる可能性もあり、村内経済が再び大きな影響を被ることも予想されますので、状況に

よっては実施スケジュールを早めることも考えられますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、取り組み方についてでありますが、基本的には現在実施しているクーポン券事業の取り組

みを踏襲していきたいと考えておりますが、この事業に取り組んでいただいた事業者の皆さんの声

をお聞きするなど、しっかりとした事業の検証を行い、改善が必要な部分につきましては制度の見

直しを実施し、第２弾の事業に備えてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 続きまして、現在実施しております3,000円のクーポン券事業の中間総括についてでありますが、

この事業は去る６月15日から開始し、３カ月ほどが経過したところであります。９月11日現在でク
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ーポン券取扱い店が52事業者、そのうち村への換金実績のある事業者が38で、全体の73％の事業者

で使用されております。 

 クーポン券の使用状況ですが、４月27日現在で村民6,923人に対しまして、１人当たり500円のク

ーポン券を６枚、延べ４万1,538枚を配布しており、そのうち９月11日現在で換金したのが２万

7,956枚で、使用率は67％となっております。このクーポン券事業については比較的少額の買物や

飲食関係の事業者で使われる傾向があり、一方で客単価の高い旅館等のような事業者では利用され

ていない傾向が見られます。なお、村民の皆さんからは村内にこんなお店があったのかなど、この

事業を通じて村内のお店を知ることができたなど、お褒めの言葉をいただいており、さらに事業者

の皆さんからも新たなお客様に来ていただいたなど、この事業に関してはおおむね好意的な御意見

をいただいている状況であります。 

 続いて、事業者でのクーポン券の取扱い、限度枚数についてのお尋ねでありますが、この事業は

村内の事業者に、村民による消費活動の恩恵が広く行き渡ることを目的としており、特定の事業者

だけに恩恵が偏らないようにするため、当初から１事業者当たり2,000枚の制限を設けました。こ

の結果、早い事業者は事業開始後３週間程度で限度枚数に達しており、現在までに８事業者が限度

枚数に達している状況となっています。先ほど換金の状況について説明をいたしましたが、現在

67％の換金状況であり、クーポン券の利用期限の10月末まで残り１カ月半となり、できるだけ多く

のクーポン券をこの期間に使用していただくため、広報誌やホームページで周知に努めているとこ

ろであります。また、先ほども事業検証を行った上で、第２弾の事業に取り組むように御説明申し

上げましたが、村民の皆さんの消費動向を把握した上で、改善すべき点等制度の見直し等をしてま

いりたいと考えており、お尋ねの限度枚数の変更につきましては、換金率を上げる上では効果的な

対策と考えられますが、やはり多くの村内事業者で利用していただき、広くその恩恵が行き渡るこ

とが最も重要でありますので、御指摘いただいた点についても十分検証してまいりたいと考えてお

りますので、よろしくお願いします。 

 続いて、にぎわいの場創出事業での調査委託料66万円についてでありますが、これは愛知県にお

住まいの理学博士の加藤美由紀さんが代表を務める奥山田野生植物研究会から、植物の保護対策を

講じてほしいと324名もの署名を添付した御要望をいただいている件についてであり、この件が解

決しないと具体的な設計に入れないことから、加藤代表等との協議を進めてまいりました。加藤代

表によりますと、にぎわいの場予定地の大半に希少な植物が自生し、にぎわいの場施設を建設する

のであれば、ごく僅かな箇所しかないことを主張されており、村からの保護のために移植できる植

物がないのかなどの質問には難しいとの回答に終始されておりまして、なかなか解決策が見当たら

ない状況であります。牧場区の皆さんや村も希少な植物の保護などにつきましては、牧場の貴重な

資源であり、十分配慮しなければならないものと認識しており、何とかお互いに合意できる方策を

模索したいと考えていたところであります。今回菅平高原に筑波大学の実験施設がございますが、
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そこで研究されている准教授の方で、たまたま本村に自生する樹木の研究でお越しになった際、御

相談をお持ちかけしたところ、研究会が主張する植物について、その植物が遺伝学的に希少で保護

しなければならない種なのか、単によそから移植し奥山田地区に多く自生している種なのかなど、

その希少性等について調査していただける旨のお話を頂戴したところであります。村としましては、

研究会の見解以外に専門の研究機関の皆さんからの植物の見解を頂戴したいと考えておりまして、

それを参考ににぎわいの場構想の施設内の植物のほうについて検討していくため、筑波大学への調

査委託料として補正予算で66万円を計上させていただいたところであります。今後、調査結果を基

に、研究会の皆さんや地元の山田牧場区の皆さんと共に、現場での植物の保護対策について十分協

議させていただき、皆さんからの合意が得られるように努めてまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第43号 令和２年度高山村一般会計補正予算（第４号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第44号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第44号 令和２年度高山村診療所特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第45号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第45号 令和２年度高山村介護保険特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第46号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第46号 令和２年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第２号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 
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（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第47号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第47号 令和２年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を採決し

ます。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第48号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第48号 令和２年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第１号）を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 
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 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第10 認定第１号 

～  

日程第18 認定第９号 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第10 認定第１号 令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定についてから日程第18 

認定第９号 令和元年度高山村上水道事業会計歳入歳出決算の認定についてまでの９件を一括議題

とします。 

 認定第１号から認定第９号までの９件について、委員長の報告を求めます。 

─────西原令和元年度決算審査特別委員長。 

○令和元年度決算審査特別委員長（西原澄夫議員） 

 ただいま議題となっております令和元年度決算審査特別委員会に付託されました所管事項につき

まして、委員会審査の経過並びに結果を報告します。 

 付託されました案件は認定第１号から認定第９号までの計９件であります。 

 去る９月３日に令和元年度決算審査特別委員会を設置し、委員長に私西原澄夫、副委員長に湯本

辰雄委員を選出し、９月９日から11日までの３日間にわたり各課担当者から詳細な説明を受けまし

た。所管ごとに決算書並びに成果説明書等により細部説明を受け、各委員からの質疑、意見、要望

などがありました。主な質疑と答弁を所管別に申し上げます。 

 最初に、総務課では職員のストレスチェックで19人が高ストレスとのことだが、どのように対処

しているのかとの質疑があり、所管課からは対象者には産業医である室林先生と面談するよう促す

とともに、管理職には声がけを行うなどの気配りと異変がないかを気をつけてもらっている旨の回

答がありました。 

 荻久保公会堂に新しく屋外支局が設置されたが、一部の住民からは隣接支局からの音声が反響す

るのか聞きづらいとの声がある旨の質疑があり、所管課からは現場を確認し対応したい旨の回答が

ありました。 

 避難所について、昨年の台風19号の際、高山小学校へ避難したが、荒井原のＵ字溝から水があふ

れており、歩いて避難するには危険すぎるため、もっと近くに避難所を設けられないかとの質疑が

あり、所管課からは地域の公会堂など一時避難所として検討していきたいが、その際は土砂災害警

戒区域以外にある安全な地域の公会堂等を考えていきたい旨の回答がありました。 

 次に、教育委員会では、新設された子育て支援センターについて、保護者等からの意見、評判は



－82－ 

どうかとの質疑があり、所管課からは保健師が常駐しているため、いろいろな相談をすることがで

きるようになった、また開設したばかりで机等の備品の不足等の要望はあるので、順次整備してい

きたい旨の回答がありました。 

 歴史民俗資料館について、入館料収入３万1,000円に対して臨時職員２名の賃金が100万円となっ

ている、人数を減らすなど経費削減の必要があるのではないか、また広く多くの方に入館してもら

うため、入館料は無料にしてはどうかとの質疑があり、所管課からは臨時職員２名はシフト制で常

駐しているので、職員数を減らしても賃金の額は変わらない、また入館者を増やすため入館料を無

料にすることについては検討する余地はあると思われる旨の回答がありました。 

 続いて産業振興課では、認定農業者が現在98人であるが、認定農業者のメリットが少ないのでは

ないか、また収入保険に支援してはどうかとの質疑があり、所管課からは新規就農者にはできるだ

け認定農業者になってもらっている、農産用機械の購入補助など近隣にはない支援も行っており、

今年度補助率の拡充を行ったものもあるが、今後も支援の充実を検討していきたい、また収入保険

制度への支援については、今後検討していきたい旨の回答がありました。 

 有害鳥獣対策に関して狩猟免許の取得経費の補助により駆除従事者は増えているのかとの質疑が

あり、所管課からは有害駆除に従事することを条件に支援しているため、増加している旨の回答が

ありました。 

 新規就農者に過大な農地を管理させても無理があるので、村から指導が必要ではないかとの質疑

があり、所管課からは新規就農者の経営状況等は確認しているが、そのような事例があれば個別に

相談いただきたい旨の回答がありました。 

 名古屋大学から首長誓約に基づいた持続可能エネルギーについての調査報告が作成されているが、

それに対する検討はなされているのかと質疑があり、所管課からは木質バイオマスの活用について

は進んでいないが、今後各課で連携を図り、村の資源を生かし活用していきたい旨の回答がありま

した。 

 山田牧場冬期誘客支援補助事業の実施状況についての質疑があり、所管課からは補助率２分の１

で上限300万円の補助事業であるが、イベントの開催や子ども無料化等の事業で全体事業費620万円

ほどに対し上限額の300万円の補助金を交付した旨の回答がありました。 

 続いて村民生活課では、不妊治療について、村の人口増加のためにも補助金の増額はすべきでは

ないか、また役場窓口での補助申請ではなく、プライバシーに配慮し、病院で申請できるようにで

きないかとの質疑があり、所管課からは治療内容は個人差があるため県の補助事業との整合を図り

ながら、できるだけ個人負担が少なくなるよう検討していきます、また他市町村の状況を参考にし

ながら、プライバシーの確保が図れるような方法を検討していきたい旨の回答がありました。 

 国民健康保険税の徴収について。滞納が継続している方にはどのような対応をしているのか、ま

た払いたくても払えない方、そうでない方との対応についての質疑があり、所管課からは払いたく
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ても払えない方には短期証を交付し医療機関にかかれるように配慮しており、特に悪質な滞納者に

は被保険者資格証明書を発行し、医療費は一旦全額負担してもらい、後日役場窓口で自己負担分を

差し引いた額を払い戻す制度もある旨の回答がありました。 

 建設水道課では、橋梁修繕工事が増えているがどのような橋が対象で、どんな順序で修繕してい

くのか、また全てを修繕するとどれぐらいの費用がかかるのかとの質疑があり、所管課からは村の

管理する橋梁は54橋あるが、路線種別や集落の孤立防止、バス路線を優先になど財政状況に基づき

計画的に実施しております。また、費用については全ての橋梁を修繕した場合、24億8,000万円と

試算している旨の回答がありました。 

 空き家バンクの登録４戸は新規か、また空き家バンク利用希望登録数とは何の数かとの質疑があ

り、所管課からは４戸は新規の件数で、現在登録数は７戸であり、利用希望者登録数とは空き家紹

介の申込み数である旨の回答がありました。 

 会計室、議会事務局では特に質疑はありませんでした。 

 最終日の午後１時から委員１名欠席のもと、総括質疑を行い、１名の委員から教育費に関し、コ

ロナ禍でのオンライン授業の導入による子どもたちへの影響についての質疑があり、所管課からは

現在インターネットを通じた授業一方向によるもので、子どもたちと先生が顔を見合いながらやり

取りをする双方向のオンライン授業の実施も検討していかなければならない旨の回答がありました。 

 小学校高学年の理科、算数、英語の専科教員の設置についての質疑があり、所管課からは小学校

へ専科制の本格導入には、今後の国や県の動向を踏まえつつ、教科担任制の良さや課題を研究し、

子どもたちの学習水準の向上を図ってまいりたい旨の回答がありました。その後討論を省略し、挙

手による採決の結果、全ての議案を原案どおり認定すべきものと決定しました。 

 認定第１号 令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算は賛成多数。 

 認定第２号 令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算は賛成多数。 

 認定第３号 令和元年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算は全員賛成。 

 認定第４号 令和元年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算は全員賛成。 

 認定第５号 令和元年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算は全員賛成。 

 認定第６号 令和元年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算は全員賛成。 

 認定第７号 令和元年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算は全員賛成。 

 認定第８号 令和元年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算は全員賛成。 

 認定第９号 令和元年度高山村上水道事業会計歳入歳出決算は全員賛成です。 

 以上が本委員会に付託された９件の案件の審査結果です。 

 この決算審査特別委員会での委員からの意見、要望などについては特に尊重され、村民の安心、

安全な暮らしのために反映されますことを切に要望します。 

 最後に、委員会審査において説明と答弁に当たられた職員の皆様に感謝するとともに、長時間の
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質疑に真剣に取り組んでいただきました委員の皆様に御礼を申し上げまして、令和元年度高山村決

算審査特別委員会の報告を終わります。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから認定第１号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────７番 畔上孝一議員。 

○７番（畔上孝一議員） 

 ただいま議題になっております令和元年度高山村一般会計決算に反対の立場から討論したいと思

います。 

 令和元年度の一般会計決算は２億1,858万円ほどの黒字決算となっておりますが、この今の地方

への地方交付税の削減や国庫補助金の削減などで厳しい財政の中で、黒字決算にされたことには一

定の評価をいたします。健全財政を維持するために努力されております職員の皆様には感謝いたし

ます。その中で、二、三指摘したい部分がございますので討論したいと思います。 

 まず１点目、他の会計にもありますが未収金、滞納です。未収金が新たに発生いたしました。滞

納整理に特段努力されていることには一定の敬意を申し上げるところですが、新たな滞納者、未収

金の発生をさせないような努力を求めたいと思います。 

 次に、決算のたびに私は申し上げているのですが、代表監査委員からも指摘がありましたように、

各事業において不用額が大変多く出ている件について申し上げます。 

 ２月あるいは３月にならないと決算が終わらない部分はやむを得ないと思いますが、それ以外で

早い時期に分かった部分については減額補正を組むなど、村民の税金を村民のために有効に活用し

ていただきたいと思いますので、要望を申し上げたいと思います。 

 今アベノミクスで大変国民の皆さんが苦しんでいるところへ、コロナというとんでもない、コロ

ナウイルスというようなものがまいりまして、村民の皆さんはますます生活が大変になってきてお

ります。この一般会計、黒字になった部分、ぜひ村民の皆さんが元気になるような、村民の皆さん

の安心、安全に活用していただきたいと考えます。 

 以上、要望を含めまして反対の討論といたします。 

 お願いいたします。 

○議 長（松本 茂議員） 
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 原案に賛成者の発言を許します。 

─────９番 水谷 清議員。 

○９番（水谷 清議員） 

 ただいま議題となっております認定第１号 令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて、賛成の立場から討論いたします。 

 本年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、村にとっての重要なイベントや行事などが中

心になるとともに、村内の観光や商業活動など、事業活動等に大きな影響が及んでいることから、

年度当初から村民の皆様の感染防止対策と村内経済活動の回復に大変な行政運営をされております。

このような中、去る８月30日に昨年の台風第19号災害を教訓とした総合防災訓練が実施されました。

避難所運営では３密を避けるとともに、地域の役員の皆様と共に避難所の設営訓練をされましたが、

近年の台風は海水温が高い海域を進むことなどから、大量の水蒸気を吸い込み、特別警報級に発達

するおそれが指摘されております。さらに、長野県内の新型コロナウイルス感染症においても感染

者数が増加してきており、県の警戒レベルも４に引き上げられた地域があるなど、さらなる感染症

対策や自然災害に対する安全、安心の確保は大変重要でありますことから、今後とも鋭意取り組ん

でいただくようお願いするものであります。 

 さて、令和元年度は国の各種政策の取組の中で、雇用や所得環境が改善され、景気回復が感じら

れることを期待しておりましたが、地方におきましてはいまだ景気の回復を実感できない１年であ

ったと思います。そのような中、特に少子高齢化の中で人口減少に歯止めをかけるため、子どもが

健やかに育つことのできる社会の実現を目指し、結婚から妊娠、出産、子育て、教育に至るまでの

それぞれのライフステージに応じた総合的な少子化対策と子育て支援に取り組まれることとともに、

小中学生の給食費のさらなる引下げ、高校通学費補助など、保護者負担の軽減に努められました。

とりわけ子育て支援センターの整備をはじめ、小中学校の教室にエアコンを整備されるなど、教育

環境の整備に力を注いでおられます。また、防災力の向上を図るための役場庁舎への蓄電池の整備、

さらには農業の六次産業化の推進、健康長寿の村づくりなど、バランスの取れた行政運営に取り組

んでこられました。特に、今後10年間の村づくりの指針となる夢のある第六次高山村総合計画を策

定し、本年４月からスタートを切れたことは評価したいと思います。このように限られた財源の中

で着実に諸政策を推進される中、令和元年度の一般会計の予算は歳入で45億3,724万4,844円で、前

年度比6.3％も増、歳出では42億5,070万6,795円で7.9％の増となっており、翌年度へ繰り越すべき

一般財源を差し引いた実質収支額は２億1,858万1,049円の黒字となっております。また、令和元年

度は財政健全化による４つの主要指標の改善に留意しながら運営されており、中でも実質公債費率

は7.2％と年々減少していることや、財政構造の弾力性を表す経常収支比率は79.3％と低く、一方

で着実に基金への積立てを行うなど、今後の有事の備えや施設整備等に向けての準備を整えつつあ

ることから、健全な財政運営が図られているものと評価いたします。 
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 しかし、歳入による村税等の収入未収額は１億667万5,153円で、前年度に比べて310万3,840円の

減、このうち村税は9,681万7,985円で、前年度より328万6,798円減少するなど、徴収努力の成果が

うかがえます。地方交付税の増額が見込めない中で、村税等は貴重な財源でありますので、ふるさ

と納税寄附金など大いに活用を図り、引き続き財源の確保とともに税負担の公平性を図る観点から、

職員の徴収スキルの向上を図り、関係機関と連携しながら村税や使用料等の滞納整理を強化し、未

収金の減額に努めるよう要望いたします。 

 今後も社会インフラや公共施設の老朽化、人口減少など多くの課題が山積する中、理事者、職員

が一丸となって村民が希望を持ち、安心、安全で生活できることの村づくりに、最小の経費で最大

の効果を上げていただくよう期待し、議員各位に賛同いただけますようにお願いしまして、賛成討

論といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第１号 令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。 

 本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手４人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第２号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

─────２番 湯本辰雄議員。 

○２番（湯本辰雄議員） 

 ただいま議題となっております認定第２号 令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について、反対の立場から討論します。 

 本村の国民健康保険には998世帯、被保険者合計は1,711人、昨年は被保険者は1,747人というこ
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とですので、マイナス36人となっております。これは人口比でおよそ24％の方が加入されている医

療保険です。全国の国保加入者はおよそ3,800万人、人口比では30％の国民が加入されております。

本村の令和元年度の国保会計決算では、歳入総額８億7,300万円、歳出総額８億3,032万円、差引き

4,317万円でした。ほぼ前年並みの余剰となりました。 

 さて、令和元年度の収納保険税は１億7,619万円でした。これは単純計算すると１人当たり10万

2,000円ほどになります。しかし、収入未済額は過去の未収金分も含まれておりますが、合計で

4,636万円と、収納保険税に対して26％にもなっています。これは毎年の繰越金ほどの金額にもな

っていますので、大変大きな数字となります。中には支払いたくても払えない村民がいらっしゃる

のではないかと思いますが、これは平成25年に24.9％も値上げされ、加入者に重い負担を押し付け

たことが要因ではないかと考えます。今後の保険給付費の推移を予測することは大変難しいことは

承知しておりますが、結果論として引上げ幅が大きすぎたのではないでしょうか。一般会計からの

繰入れは4,388万円でしたが、村民の24％の命と健康を守っている制度のためには、今後も継続さ

れるべきものと考えます。 

 次に歳出ですが、保険給付費は５億9,585万円、そのうち療養給付費は前年比114％、また高額療

養費は7,364万円で前年比117％となり、ともに増加しております。村民の健康増進の取組には、今

後もさらに強化していただきたいと思います。 

 次に基金についてです。 

 今年も実質収支額から基金に500万円繰り入れました。ほぼ毎年500万円程度積み立てております

ので、今年は１億2,170万円ほどになっております。ある専門家は、国保は収益事業ではないので

終始とんとんでよい、保険給付費が都道府県単位での助け合い事業となったので、自治体単独での

不要不急の基金の取崩しを準備する必要がなくなるので、基金を原資として国保税の引下げを行う

べきと述べてもおります。昨年から国保運営は都道府県単位化となりました。以前は高額給付費が

緊急に増加した場合に備えることも必要だったろうと思いますが、先ほどのように今後は本村の基

金の必要性は緩和されるものと思います。以前、今後の推移を見てとの答弁もありました。幾らま

で積み立てるのか、取り崩す場合の計画はあるのでしょうか。私は一般会計からの繰入れは今後も

継続しながら、基金を原資にして１世帯１万円に引下げを、せめて子どもの均等割の軽減を求めま

す。 

 最後に、御参集の議員の皆さんの御賛同をいただきますようお願い申し上げまして、反対討論と

いたします。ありがとうございました。 

○議 長（松本 茂議員） 

 原案に賛成者の発言を許します。 

─────４番 西條正純議員。 

○４番（西條正純議員） 
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 ただいま議題となっております認定第２号 令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決

算について、賛成の立場から討論いたします。 

 国民健康保険は国民簡易保険制度の中核をなしており、住民の健康及び地域医療の確保などに大

変重要な役割を担っています。言わば医療のセーフティーネットです。しかし、その一方で、国民

健康保険は比較的低所得の方や高齢者の皆さんの加入率が高いという構造的な問題や、医療の高度

化等に伴う医療給付費の増加などがあり、全国の自治体で経営状況は大変厳しいものとなっていま

す。こうした状況から、国は持続可能な医療保険制度を構築するため、国民健康保険制度の抜本的

な制度改正を行い、平成30年度からは都道府県が国保運営の中心的な役割を担っており、財政運営

の責任主体となっています。制度改正後２年目となる村の令和元年度決算を見ますと、歳入では自

主財源である国民健康保険税が１億7,619万円と課税所得の増加により前年度比で約1.0％増加して

います。歳出では、療養諸費や高額療養費が共に増加し、保険給付費全体では５億9,586万円と、

前年度比14.2％の大幅な増加となっています。実質収支では4,317万円の黒字を確保し、500万円の

決算積立てを行い、国民健康保険基金の現在高は１億2,171万円余りとなり、必要と思われる額が

確保されています。医療給付費の推移を見ますと、平成30年度は一旦減少したものの、令和元年度

には再び増加傾向に転じています。保険給付費は平成30年度の制度改正で、県から交付金として全

額支給され、年度内の急激な給付費の変動に対し、財源を確保する必要はなくなっています。そし

て、村国保会計が負担する県への納付金は過去３カ年の医療費水準等を基準とし、毎年度納付金額

を賄うための適正な保険税率を決定することが求められています。村の保険税率は平成26年度以降

７年間にわたり据え置かれており、今後医療給付費が著しく高額となった場合でも、被保険者負担

を急激に引き上げることのないよう健全な事業運営により必要な基金が積み立てられていると考え

ています。こうしたことから令和元年度の国民健康保険特別会計は目的に従って効率的に運営され

ており、適正であったと評価いたします。今後も国民健康保険特別会計の良好な財政運営を継続す

るため、保険税の収納率向上と医療給付費を抑制するために被保険者の特性に応じたきめ細かな保

険指導等を村に要望します。 

 以上のことから、私は令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算について、決算審査

特別委員会委員長の報告のとおり可決することに賛成いたします。 

 議員各位の御賛同を賜りますようお願い申し上げ、賛成討論といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第２号 令和元年度高山村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 
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 本案に対する委員長の報告は認定です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、

挙手願います。 

（挙手４人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手多数です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第３号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第３号 令和元年度高山村診療所特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、

挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第４号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第４号 令和元年度高山村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決し
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ます。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、

挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第５号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第５号 令和元年度高山村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、

挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第６号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから認定第６号 令和元年度高山村温泉開発事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを採

決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、

挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第７号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第７号 令和元年度高山村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、

挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第８号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 
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 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第８号 令和元年度高山村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを採決

します。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、

挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 これから認定第９号について、委員長の報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから認定第９号 令和元年度高山村上水道事業会計歳入歳出決算の認定についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は認定です。本案は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、

挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 

 挙手全員です。 

 本案は委員長の報告のとおり認定されました。 

 しばらく休憩します。 

午後２時44分  休 憩 

──────────────────────────────────── 

午後２時45分  再 開 

○議 長（松本 茂議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。 
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 ただいま柴田弘男議員外２名から発議第６号が提出されました。これを日程に追加し、追加日程

第１として議題にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 発議第６号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

追加日程第１ 発議第６号 

○議 長（松本 茂議員） 

 追加日程第１ 発議第６号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対

し地方税財源の確保を求める意見書を議題とします。 

 職員に朗読させます。 

─────書記 川口里名さん。 

○書記（川口里名） 

 ＝発議第６号朗読＝ 

令和２年９月18日 

 高山村議会議長 松 本   茂 様 

提出者 高山村議会議員 柴 田 弘 男 

賛成者 高山村議会議員 湯 本 辰 雄 

    高山村議会議員 西 條 正 純 

 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う 

地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 

 

 上記の議案を、別紙のとおり会議規則第13条の規定により提出します。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う 

地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書（案） 

 

 新型コロナウイルス感染症の拡大は甚大な経済的、社会的影響をもたらしており、国民生活への

不安が続いている中で、地方税、地方交付税等の一般財源の激減が避け難くなっている。地方自治

体は福祉、医療、教育、子育て、防災、減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策など喫緊の財
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政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方財政はかつてない厳しい

状況になることが予想される。よって、国においては令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に

向け下記事項を確実に実現されるよう強く要望する。 

 

記 

 

 １ 地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保、充実するこ

と。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう発行額の縮減に努めるとともに、償還

財源を確保すること。 

 ２ 地方交付税については引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総額

を確保すること。 

 ３ 令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補塡措置を

講じるとともに、減収補塡債の対象となる税目についても地方消費税を含め弾力的に対応する

こと。 

 ４ 税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税、地方税

の政策税制については積極的な整理、合理化を図り、新設、拡充、継続に当たっては有効性、

緊急性等を厳格に判断すること。 

 ５ 特に固定資産税は市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋

償却資産を含め断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講

じられた特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として

期限の到来をもって確実に終了すること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

 令和  年  月  日 

高山村議会議長名 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣 

財務大臣 

総務大臣    あて 

厚生労働大臣 

経済産業大臣 
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内閣官房長官 

経済再生担当大臣 

まち・ひと・しごと創生担当大臣 

 

○議 長（松本 茂議員） 

 本件についての趣旨説明を求めます。 

―――――１番 柴田弘男議員。 

○１番（柴田弘男議員） 

 ただいま議題となっております発議第６号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地域財政の

急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の趣旨説明を申し上げます。 

 現在新型コロナウイルス感染症の拡大により、甚大な経済的、社会的影響をもたらしており、国

民生活への不安が続いております。さらに地方税、地方交付税の大幅な減少等により、今後の地方

財政はかつてない厳しい状況になることが予想されます。このような状況において、地域の実情に

応じた行政サービスを安定的に、かつ持続的に提供していくためには、地方税、地方交付税等の一

般財源総額の確保、充実を強く求めていくことが必要であります。そこで、本意見書は新型コロナ

ウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対して、地方税財源の確保を国に要望するも

のです。 

 議員各位の御賛同をお願い申し上げ、趣旨説明といたします。 

○議 長（松本 茂議員） 

 これから発議第６号について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

 原案に賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第６号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方

税財源の確保を求める意見書を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手６人） 

○議 長（松本 茂議員） 
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 挙手全員です。 

 本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第19 閉会中の継続審査の申出について 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第19 閉会中の継続審査の申出についてを議題とします。 

 民生産建常任委員長から、目下委員会において審査中の事件について、会議規則第74条の規定に

よって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申出があります。 

 お諮りします。 

 民生産建常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 民生産建常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第20 閉会中の継続調査の申出について 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第20 閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。 

 各委員長から、所管事務の調査について、会議規則第74条の規定によって、お手元に配付しまし

たとおり、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

日程第21 議員派遣について 

○議 長（松本 茂議員） 

 日程第21 議員派遣についてを議題とします。 
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 お諮りします。 

 議員派遣につきましてはお手元に配りましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 議員派遣はお手元に配りましたとおり派遣することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────── 

○議 長（松本 茂議員） 

 お諮りします。 

 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 会議規則第６条の規定によって、これで閉会したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議 長（松本 茂議員） 

 異議なしと認めます。 

 本定例会はこれで閉会することに決定しました。 

 会議を閉じます。 

 この機会に、議長として一言御礼を申し上げます。 

 本定例会は９月３日から18日までの16日間の日程で開催され、昨年は皇位継承が行われ、平成か

ら令和になり初めての決算議会です。令和元年度高山村一般会計歳入歳出決算の認定については、

認定第１号から９号までの議案は、決算審査特別委員会を設置して、委員長に西原澄夫議員、副委

員長に湯本辰雄議員を選任、９月９日から11日までの３日間、慎重審議されました。 

 また、９月８日の一般質問には５名の議員が質問席に登壇され、人口対策について、にぎわいの

場事業について、コロナ禍の対応について、千曲大橋について、国保税についてなど質問のほか、

内山村政の２期目について質問され、所信を述べられましたことに敬意を表します。また、専決予

算の承認を求める件、教育委員の任命につき同意を求めること、令和元年度補正、防災・安全社会

資本整備交付金事業一級村道紫樋沢線無散水融雪施設工事変更請負契約や条例案件２件、村道路線

の一部廃止について、議案第43号 令和２年度一般会計補正予算から議案第48号 令和２年度高山

村下水道事業特別会計補正予算までの６事業会計補正予算についても承認、可決をいただきました

ことにつきまして、議長として厚く御礼申し上げます。 

 今定例会中、総務文教常任委員会で出席委員数が２名で、総務文教常任委員会の不成立が発生し

ました。事務的には期日を定めていることで、常任委員会会議が審議未了のため本議会に提案、採
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決のことでした。議員をはじめ議場におられます方、各位、健康に御自愛され健康管理に努めてい

ただくことが肝要であると思います。 

 国政においては、この村議会会期前、８月28日に安倍首相が自身の健康上の理由から退任を発表、

政党による総裁選挙を挙行され、第99代総裁に前内閣官房長官の菅義偉氏が自民党総裁となり、新

首相に指名されました。16日には組閣が行われ、菅新内閣は安倍政権を支えられた派閥を中心に据

えた人事となりました。信濃毎日新聞によりますと、菅首相は会見で安倍政権の取組をしっかり継

承し、前に進めていくことが私の使命だと強調、金融緩和と財政政策、成長戦略に触れ、アベノミ

クスを継承すると訴えました。行政の縦割り、既得権益、悪しき前例主義を打ち破るとし、国民の

ために働く内閣を目指す考えを示しました。コロナ対策に関し、感染拡大防止と経済の両立を国民

は一番望んでいる、まずこのことに全力を挙げる、来年前半までに全ての国民に行き渡るようワク

チンの確保を目指していると説明しております。全世界に広がる新型コロナの勢いは、日本経済の

低迷や休業補償問題などの増大であります。菅新政権には新型コロナ対策最優先の政策に御期待を

申し上げますとともに、村長をはじめ村理事者には、９月議会の一般質問や決算委員会での意見、

要望等、行政に反映されますこと並びに令和２年を初年度とする第六次高山村総合計画がスタート

しているわけでございますが、新型コロナ対策を中心に、早急的に対策と事業化を計画的に進めて

いただき、高山村の成長戦略となりますよう希望いたしまして、議長の挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

 この際、村長の発言を許します。 

―――――内山村長。 

○村 長（内山信行） 

 ９月定例会の閉会に当たりまして、一言御礼の御挨拶を申し上げます。 

 本定例会は去る９月３日から本日までの16日間にわたり、御提案を申し上げました全議案を慎重

に御審議いただき、それぞれ原案どおり議決を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。特に一般

会計、特別会計及び企業会計の決算につきましては、令和元年度決算審査特別委員会を設置して御

審議賜り、令和元年度全般にわたり賜りました貴重な御意見、御提言につきましては、十分にその

意を尊重させていただき、村政運営に生かしてまいりますので、今後とも格別なる御指導と御協力

を賜りますようお願い申し上げます。 

 教育委員会委員の選任につきましては、これまでの豊かな御経験を踏まえ、森山典子委員に引き

続き学校、社会教育向上のため、御尽力を賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、今定例会招集日前日の２日には、大型で非常に強い台風第９号が九州北部に接近し、東シ

ナ海を北上したため、長崎県五島列島や対馬では大荒れの天候となり、山陽新幹線が一時運休しま

した。また６日から７日にかけては、台風第９号の後を追うように、大型で非常に強い台風第10号

が九州のほぼ全域を暴風雨に巻き込んで北上しました。過去最強クラスと予想された強大な台風の
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影響で、土砂崩れや家屋の損壊のほか、約65万戸が停電となりました。この台風により亡くなられ

た皆様の御冥福をお祈り申し上げますとともに、被災されました皆様の一日も早い復旧、復興を願

うものであります。また台風の接近により、九州各地の自治体では早くから避難勧告や避難指示を

出して20万人近くが避難され、こまめな情報発信が避難行動に結びついたのではないかと報道され

ています。本村におきましても、今後自然災害が予想される場合には早め早めの対応をし、村民の

皆様の生命と貴重な財産を守るため、安全、安心な村づくりに全力を傾けてまいりますので、御理

解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 招集日の９月３日に申し上げるべきであり、大変遅くなり申し訳ありませんが、去る８月31日、

気象庁は長野県を含む東日本の８月の平均気温が平年に比べ2.1度高く、これは昭和21年の統計開

始以来最も高かったと発表しました。また、同日長野地方気象台では、県内では８月４日頃から記

録的な高温となったところがあり、今後２週間程度気温のかなり高い状態が続くとして、長期間の

高温に関する県気象情報を発表して、熱中症等への注意を呼びかけました。このため本村におきま

しては、情報無線等により村民の皆様に熱中症への注意を呼びかけ、健康管理には十分留意するよ

うお願いしたところであります。 

 安倍晋三首相退任による次期首相に菅義偉氏が選出されました。菅新首相には新型コロナウイル

ス感染症防止対策と経済対策の両立の強化に全力を挙げ、日本経済を立て直し、我が国のリーダー

としての御活躍に御期待申し上げます。 

 このように社会、経済情勢が大きく変化する中で、地方においては引き続き厳しい財政運営が迫

られるものと思われますが、議員各位の御理解を賜りながら、村政運営に万全を期してまいります

ので、よろしくお願い申し上げます。 

 非常に暑かった夏が終わり、本村では農作物の収穫と紅葉の季節を迎えることとなりますが、今

後とも自然災害のないことを願うとともに、引き続き新型コロナウイルス感染症防止対策に万全を

期して、村を挙げて村外から多くのお客様をお迎えしたいと思っておりますので、議員各位をはじ

め村民の皆様の御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、議員各位におかれましては、くれぐれも健康に御留意いただき、ますます御健勝で村政

発展のため御尽力いただきますようお願い申し上げまして、御礼の御挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。 

○議 長（松本 茂議員） 

 令和２年第４回高山村議会９月定例会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

午後３時10分  閉 会 

                                  

 地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 
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